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家雲蓄に於iする脱化の行動機構

.副園喝・-

中 島 茂

緒言

曾て下等動物の行動を設かんとするのに之を意識的行動と見倣し彼等に

も高等動物と共通たる心の符在を認めて来たE.Claparede，A.Forel， E.W 

-aSmann等のfi)j'調右翼i反と別に高等動物心複雑友る意識的行動に劃して

下等劫物の行動機織並に感莞器官が単純化されてゐるととを強調し一種の

無意識的J[}J作の範時に蹄せしめた A.Bethe，Th.Beer及びlUexkuel1等の

所謂左翼振とが坐i立するK至った。然るに近来下等動物陀於ける梢複雑友

動作に再検討を進めて斯かる特殊行動を表現する或る種陀|浪つては心的作

用の厳存を主張し裁に高等動物の意志と下等動物の其れとは本質的に異ら

ざる共通の或る心理.現段と演繕せられ従て彼等の行動にも或る程度の意識

的動作を肯定する彼のlLoeb-i反の温健なる正統滅的態度を支持する傾向

となったのである。

偲て昆虫の行動分類には既に諸設が試みられてゐるが筆者は個体行説の

分類と して次の休系を認に提唱し度い。

(1)盤態に仲ふ行動‘例ばF際化‘股皮、明化.洞化等

(2)本能的行動、例ば食性.生殖、吐続等

# ( 3 )種行動、例ぽ歩行、飛初等

(4)特殊行動.例ば外{話題行動.絶食器行動、中毒立行動、病まま行動、

諸不良環境陀於ける置の行動等

削ち駒化の行動は鑓態化伴ふ行動の一種である 3
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三たYζ昆虫の瞬化法は種I'C依り異れ家琵蛾科の加くに卯殻を喰開〈もの

自体の伸張力を以て内より ~ し卵殻を破るもの‘時蛤類f'(見る様に特殊な

打卵器を以てするもの、直遡網t亡於ける到部突tHを役立てるもの、限麹自

にては1;本の/J、角を頭部に兵へ叉箱虫科にてはT字形Jj、簡を頭部陀接ひ其

れに依って卯設を破壊し駒化を金弓する等頗る多種多様と云ふべきである

が就中.卯殻を喰開くものが最も一般的t.iJsf化法となってゐる。

以下家:tlの附[とに於ける行動機構を日八枕の右位置!任子卯花就いて述べ

て置 く。(温度20
0

c顕度80%)

醇化の行動機構

(1)初 動作

催育を了した主主卯は一段と水引を高め限努!j頗る顕著と友る、更に殻の表

は白;fj}を被る如きi伏を呈ナるgjff.化の開口tて先立つとと20-30分忙してJ託子

の卵内の活動は漸く開始せられ特(tr.頭部の動きを明に透l視するととが同系

忍‘程無0%良部の接する精孔の右側部 〔卯位置基準)より先づ諜液峡及卵

黄膜を喰ひ次でゆ日殻の内商に透して頭部諸器官はー府明瞭t亡観察を得、ロ

よりはIlfli;液を !日~ I:H して口総の按ずる卯裁を i閲 し上思{の水平運動が愈 々!日:盛

となる。

(2) 悶殻動作

1 、左右上~lの先端並I'C?'ト方隆起に依り之に接する卵殻は内側より次第

に摩減せられ途I'C固形のノj、孔を聞き黒色光前liに富む右土地:iの先端を現す。

開口部位は精孔より l;j~ll吊れる庭にて精孔の右側である。(第一国参!!の

2‘関口部は更陀多量のl盛液を以て潤し、右上願先端を撤し阻鴫を稽続

して間口部は背方陀嫡大せられ桁国~I予 と 3捷る 。 (第二闘)

3、左上蹴を頴L腹方11[悶ロすれば伐口は長桁;11ヨを呈する。殻口の左縁

は精孔に接近し‘開口部よりは、上界及び下!蹴嶺が隠頴ナる。(第三国〉

4、と の長持園の殻口を Øl~の背側 t亡添ひ左側に喰蛾げ悩角を露出し、極

めて 11i動的左足鯛角の動的ll~態を明示する。 (~I周囲〉

5、ヨたで開11を卯の腹側陀添って行ひ殻口はw専に精孔を抱ける宇月)I'bを

( 



.、

3 

呈する。(第五国〉

6、程無〈背方に向ひ右上限の活設なる勤きを認めて精孔は遂に食下せ

られる。(第六回〉

7、右上!顕を附して背左側K殻口を錨大するがとの時期に至れば屡k 関

口動作を中止し頭部を引込め殻口に頂板~誼正する顕著なる動作を観察す

る‘ 之れは関口程度を知らんとする該虫の測定動作と宥られる。(第七回〉

8、左上i頓を上方I'r:1+'， し腹右側t亡喰下げる。 (第八園)

9‘次で左中央残部を"食取り字国11予の殻口を形成するo (第九固)

10，上記7‘8、9、なる動作は一連となり反複継続せられる。〈211十‘第

十一‘第十二国)

11、測定動作は頻繁とゑり右上閣を以て殻回を背左側へ描大ナる。(第

十三国〉

開設動作 機構固 12‘:9(で左上顕K依る腹

④ eCD 
右側への開口K移るや殻口

は牟固形となる。〈第十四

国)

13‘更に腹側より背側に

蛾大して (第十五固第十六

@@GP 
国)測定動作も亦慎重と主主

る。(第十七園)

14，斯く て殻口は右上顕

に依り j樗I'r::j帝国~手を完成せ

んとするK先立ち頭部を強

〈殻口陀挿込み頭部既出を

国らんとする。(第十八固)

国j医設明=各国は卯の正

間固にして殻口中の矢標

は開設動作進行の方向、

殻口外総の1)、結部はl盛液



4 

にて潤されたるか或は汚染されたる部分を示す。

( 3 )脱 殻 動作

上!闘を先として頭部を殻口より突1-1'，ナ.iiJi部の剛モは何れも前方陀向ぴ

潟集〔を合サ‘卵殻の開口始より頭部!此/J¥迄の所要時聞は30分-1時間であ

る。頭却の股I-Htc依り胸脚は速に現れlJii脚fてWi々 手間取り続いて尾脚の脱

出K至る、然し或るものは尾!仰を殻内tc停めてしばし静止するものが怠る

向弐陀脱出時聞を掲げ参考とする。

頭部脱出終了 (品種=日八蹴¥
↓ _~ ) 46秒 l混度 20oc)

胸脚股tH終 f】 ' 

↓ ト 1~20 砂
腹開股kl1絡了J
↓ 27秒

尾!JtPI此出絡了j

(4) 終動作

股殻後は其位置~C て静 止する未だ休表は水滋陀富む、 蛾誌の休色は Ro­

bert Ridgway， M.S，C.M.Z.S勺 ETC，1912， Color Standards and Color 

Nomenclature tと依れば日八枕はB1ackishBrown (3) (PL.XL V) tc該営し

柏浪き黒褐色で各環節の前三|三部は後半音1¥より濃く背側に於ては胸部第1節

腹部第1節、第6部後宇部及び所iJ伏突起は他の告Bより淡色.腹f!!ut亡あっては

胸部第1邸前宇3腹脚及び尾IJt:Ilの先端;内側等も淡い。向蹴十六蹴はBlacki-

sh Browntl)にて更に淡 〈、文十七蹴はBlackishBrown .2)で最・も淡い

:j(tcH-¥殻の色は支十七慌が濃い黄白色CartridgeBuff ¥PL.XXX; Vc:Prim-

rose yellowのものを少しく 混じ蹴十六 日八蹴出殻(背商蹟大)

Et~は前種 1'L似るが多少淡色花見える 、日

八~J~は友自の White (PL.LIII)を呈する

向殻口の外縁部はl時液vc:依って汚染し殊

に早期陀.閉口せられた部分は末期より

も11.利夜の分泌量が多くf.¥'i;f'L汚染せられた

外縁部も亦贋く なり白から雨期に開口せ

られた部分の直別が明瞭である。 (第十

八回参照)

-胤""'"'麹，..陵拘

~ 
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摘要

1 、家誌の行動はダくの如 く陀分類 し、 8~f化を餐態に仲ふ行動のーっとする口

費態陀wふ行動一瞬化、!陀皮、毎日化、沼化等
本能行動一括食‘生殖.吐綜等

種行動一歩行‘飛Mi等

特殊行動一外観賞行動、絶食託行動、中毒詑行動.病鷲行動、共他諸

不良環境に於けるままの行動等

2、勝{との初動作は日八蹴.温度200cの室内に於ては閉口20-30分前より

開始する。

3、卯設の関口開始より蛾躍の間部脱出迄陀要する時聞は30分-1時間に

て開口部は右恒子の卵にては精孔より柏々右側K偏して行ひ、 爾後は左

側の背腹に向って加速度的に迅速主主る開弘t動作を稽観し時 特々固形の殻

口を完成するに先立ち股殻する。(問殻動作機構園参照)

4，殻ロタト絡の鋸歯は初めに関口せられた部分がノj、鋸歯にて終りに至るに

従ひ大鋸歯となる。叉H耐夜tCて汚染せられる外縁部は初めが腐〈終りに

狭い。(全上園参1!の

5‘開設動作が或る程度進行すれば頭郎の頂板を屡々関口部tて埴-tEし乍ら

却j作を続ける、之れは間口程度のjJ[¥J定動作である。

6， J位殻乱作は 3分内外にて終了するが尾部を卵殻内に停めた能暫〈休息

するものもある。

7、桑葉の存する場合はmt殻後 1分内外にて食桑を始め、 5分間飴趨続し
2分訟の休息陀入るものが多い。

文 献

(l) 林泉 1933， 動物趨性摩

(2) Imms， A. D. 1930， A General Textbook of Entomology 

(3) 1/ 1931， Recent Advances in Entomology 

(4) Loeb， Z.1918， Forced Movement， Tropisms and Animal Conduct 

(5) Warden， C ].， Jenkins， T. N.， and Warner， L. H.1935， 

Comparative Psychology， Volume I Pr inc ip l~s， and Methods， 

以上

(1938.6.19，於宮崎高等iZ-林態依誌材串研究室)
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]]<毘動物の組成に関する?象察

農三足田輝

71<岡は特殊なる陸水環境として興lJ1とある研究の劉象友る事は以前より指

摘主れた所である;) 筆者も陸水環境と しての水悶内K於ける生物現象に

興味を持ち、之が群衆生態接的の研交を思ひたった。しかし時聞の官余裕をと

得る事少く、共の研究は未だ緒に着いたばかりである。故に之が正確なる

研究と興味深雪内容の程表とは今後陀待つべきであるが‘止1:廃に特に71<問

動物の和|成比閲して僅かになした観察~f験に依り其の猿報的考察をなして

見度いと思ふ。貴重主主る文献の裏目曾K興りし日野巌先生、研究の指導を給

はりし北尾淳一郎、中島茂雨先生.並に文献を葱臆されし紀北博物接合‘

前向久英氏に謹しみて謝意を表す。

l 陸水環境としての水田

71<回は陸7l<~律上周期的概留水の一型と見られる。共の陸水康的特徴と見

られるのは次の諸思!iである。

A 冬季落水せしむる事。

i長田に於ては、四季湛水するものであるが、普通の71'¥同町ち乾圧1f'Lては

冬季には71<は落され多くは裏作が行はれる。此の落71'¥は71<棲動物M:取りて

は‘周期的の環境変失であP、之が71<岡田J物相に及ぼす影響の大えにる事は

Z劇団、されるのである。

B 水温の盤、化激しき事。

水田は水深rc比して面積瞭き錆‘其の7l<温が太陽の砲射及び祭温より蒙

る影響は大きく、宮下氏及び北津氏は最高36
ccを報じてゐる。筆者が測定

した所では共の如くであった。

' 

u 

正P
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水滅 。C A.M.9 p.Ml p.M.6 

水回水温 ]9.9 26.2 24.2 

湧主主水 f毘 17.8 17.9 17.6 

気 il!l. 21. 0 21. 2 21. 0 

24， V， 1936.晴.宮崎市下北方

じJ土白如〈、 71<湿の慶化は相官"rて激しいから‘夫れに{<I:って化製成分の

饗化、即ちi容存酸素量の襲化等も激しい事が想像されるぷ筆者は未だ此

の賓!験を行ふた至ら泣いのは残念である。

C 柴養化富む事

71<悶は多量の有機質を含むが故t亡、動指.物柴養の頗る豊富であらう事は

充分 tて認あられるのである。故t亡水間の含む!IV~牧l相 も甚だ盟富主主る種類を

有し‘就中原生動物、棒腸渦品類、葉脚類、校角類、昆轟:若!等の多くの嵐

極を含んで居る。

情71<13'1は、比較的陀生態依件が問商陀平均して居る震に之が群衆生態撃

的の取扱は容易で‘此の賭よりも水田動物の研究は多 〈期待される。筒我

闘農業の重要主主部分?とる稲作に於て、 71<問動物の占むる謄用生物皐的の意

義は決して少いものでは無い@カブトエピApusaequalisの雑草駆除数用

が報じられて居り?叉毛遡目幼議の稲苗加害が知られて居る:〉

此の水田の動物相の組成を由来的K見ると、次の二群を考へる事がIfi.来

る。

A 冬季7}(!:r!中忙潜在し、湛水と共に護生ずるもの。

B 湛水中に他陸7}(より水田中に移住し来るもの。

之等に就いて~I'C考察しよう。

2 冬季水田に潜在する群衆

多 くの*田は冬期落水す昌故陀、水楼動物が此践に潜在しよ うとする友

ら.税l'討に趨!怪し友ければならぬ。多くの原生動物特tて鞭毛品類が包麓を

形成し、不利友る紙態下に耐久形態を取る事は普通と言はれて居るf叉繊
毛誌の一種Colpodasaprophi1aは乾燥砂土中rc4ヶ年生存し、空気に暴さ
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れ?と共の包装は37日忙して減少し、其の一部は94日設備ほ生存して居た。

業の他、 甲殻類忙於ても包護の形成は知られて居る:〕尚ほ甲殻類は耐久卯

を浩って乾燥に備へる。fトをた7](EEI等の周期的結7](特有のカヒヱピ3カブトヱ

ピ3 ホウネンウヲ等の葉脚類は耐久卯にて越冬する ものであらう。ヵブ ト

エピApusaequalisは卯にて土中に越冬する。和歌山県長伊都郡に護見され

たものは、 支那よ り購入せる肥料中に混合し?と土塊に附着して来たと考へ

られる。渦~N闘奉天陀於けるタイリ クカブ ト エヒ、Apus sinensis~て依る報

告には、 8日間乾掴し、亀裂を生じた小池t亡、降雨後4日聞に最初の若躍を採

集し、12日後には雄は最大体長 (27.5mm)に達し、雌は卵を有ナるに至

ったとの事が見られる;〉叉校角類も冬.!jllを巡る。クマミヂンコMoinam-

aerocopaを小池にて採集飼育せし所、 11月tて至り雌は二卯を含む掩卵業

の形成が見られ.共の後漸時11lfi休は死滅し掩卯葉のみ水中に残存し、 12月

上伝"Hては冬卯を有するイfl.l休を7jf.iんど見左<1iった。之等の冬卯は乾燥lて耐

〈るであらうが、直接tζは温度の低下によって形成されzのでなからうか

7kf:l3K於ける越冬動物は、 7K国土壌を穏養液中に浸L.業の殻生を観察

する事tてよって知られる。1937年 1月30Iヨ附属水間より土壊を柏株と共に

採集し来T.瓶中tて入れ水道7](をカ11へ恒温集中陀て約20oc，の温度を保?とし

めた。常時水岡地温 (地下約15cm)は平均11.70c，質蹴瓶中の水温は恒湿

器、温よりが]20c高く 220c位を終始呈して居た。 2月1臼には一種の織モ晶を

一頭認めた。 20日には、 Dileptu包anser(織~[;議の一種)タイヨウチユウ

Actinophrys sol，等が見られ‘原蕊お:jProtoccalesは1c・C・中1215000個を

算し た。 3月 1 0 日 tては ‘ j院内のf条件b) ~&~化して原生動物等は見られす= 、細

菌類の如き Nannoplanktonがlc・C・中690.000倒休を算した。 6月上旬、

同じく水間ごと壊を、術萄倍、塩化加虫、字L糖等を溶解せる液中tて入れ‘温

室内陀放置した月Jj"V olvox Euglena Nyctotherus cordiformis等が数日

忙して稜生した。 11月 6日水国土壌を、和i誌煮出液を拙過せる符養液 (P

H. 6. 0-6. 6)中K入れ、質!験室内窓際に放置した。其の間水温は般高32.

30cを示したが.夜間は相;なに下降した事と思はれる。1l.月11日『てはEugle-

na viridis， Co1pidium colpoda等が見られた013日にはEuglenaacus， E 

， ... 

• 
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ug1ena viridis Actinophrys sol等が見られたが密度は小である。其他

細菌類らしきものが多数見られた・。 20日陀は Actinophaeriumeichho-

rniで見られた。 24日にはヒ メカヒエピEu1imnadiabrauerianaがー頭費

生した事は注目K値する。本種は葉脚同にj弱し、 Apus等と同じく周期的

溺水の代表組である。以上の如きは~Jl友る議備的質駒に過ぎねが、之等よ

り推しても水間土壊の培養により て多く の興味ある勤物の護生し来る事が

想像される。之等は何れも*問中に冬期潜在する群衆の存在を示して居る

のである。

3. 他の陸水に由察する群衆

7K廿i湛水中花他の陸水より移住し来る動物も亦なかえとか多数である。之
等を次の 2種に分つ事が出来る。

A 庄中より移住し‘叉は僻搬し来るもの。

多く の7k楼昆品類.例へばマツモムシ類、ミヅムシ瓶、タガメ類.ゲン

ゴロウ類等は此の例である。 7K棲昆惑が夜間よく飛渇する事は一般に知ら

れて居る事で‘特lて燈火には多くの水;棲昆t誌が集るcその中にはグシゴロ

ゥf;;[..ガムシ f;;~. ミヅ ス マ~.手+.ミズムシ手h イトア メ ンポ手;~，カタピロ

アメンボ科、等科nられて居る法去12燈火花飛来した多数のタガメを見
た事がある。向微小なる動物は広中よ P風CDi誌に侮搬されるO 清水を犀外

に放置したる所‘ 35日後tとは1c心中13000個体のVo1voxの殻生を見たレ之

は広中より来れるものと考へられる。

B 水中1(:-通じて移住し来るもの。

此の群衆は極めて多く 、多く C昆品類‘軟体動物‘魚類を始め‘浮治生

物等も考へられる。之等は7k任!の7K跡、たる河川池fF{の動物相と甚だ空白接な

る閥係を有し‘夫等が如何なる程度に7KfH動物相中tc現れるかは興味ある

問題である。タガメは7K回附近の講中陀越冬する らしく、講の靴草間十て秋

季多数輩見される。タイコウチのJft~趨の幼虫は苗代VC多く見られるが、之

等は他の陸JK陀由来するものであらう。

以上の如さ、他陸JKより由来する群衆t亡就いては未だ質験を矯し得t.J.い

から‘.簡単犯逮ぺるに止めて世〈 7th. Dec. 1937. 
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イシガケテフの幼虫及び

婦の形態並に生態

緒

農三徳永信入郎
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本種は昆虫類の鱗遡目中の峡~科l宅鴎する美麗主主る!慌に して摩名を Cy­

restis thyodamas mabelIa Fruhstorfer.と云ひ‘韮i習に産ナるものは亜

種を異陀し之をC，t， formosana Fruhsforfer.と呼ぶ。之は内地産のもの

に比して、休色が濃く黒色に富む。ヌド種は琉球、蓋濁、四園、 九州に産し、

稀K本州で採集されて居る。 本!際tては比較的多摩し、 南部地方では‘日向

ライン、青井岳、其他宮崎市附近に於て採集する事が出来る。本極も他の

!l!!l~類 rc於て しばしば見られる如 く 、雌雄並にその禁生の時期に依 P 斑絞を

却にする。年三回の護生の様に思はれる、即ち司祭と夏と秋で、秋のものは

成虫で越冬するらしい。

昨年の夏‘本校態生同好者数名が中島先生御指導のもとに.青井岳に採

集合を催した。其の時.本程の幼虫を多数採集した。その中主主るぺ <t1、さ

なものを選ぴ.飼育記載した。然L何分解化の時日が不明で.向且つ.材

料の護育不揃ひのため‘非常に困難だった。叉折があったら僻化よりー厨

精密に調ぺて見たいと思ふ。

向本調査研究に首P種h御援助下さった、中島先生を始め‘足岡.白水、

'W'L足の諸兄に封し主主陀心から御踏を申し述べる次第で、ある。

形 態

1.幼虫

成長後のもの(五齢始め〉について述べると、

a.全形:ー (Figl) 

頭部に一割‘第二腹節‘第八腹節f亡各k 一本の角AA突起を有し、 突起は

尖端ほ左京Ill<ij:って居る。脚は八針陀 して胸脚三針 (~n，2，3街iにあり〉腹
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WIIはlillflt(第6，7，8，9，flfj)尾脚一封 (M~12節にあ り)を具へて居る。休

は一般陀淡い帯賞紘色なり。

b.頭部 :- ~ Fig2) 

扇平にして V字形を注す犬伝る角![J\ 9~起を有す。突起陀は小なる刺を生

じ、基部t亡長大にして、先端i程短小なり。 叉突起の前商は暗紫色を星し、

頭部側商j七各一倣号、前商陀二僚のl暗紫色僚縦走す。 他の部分は淡楠色‘ロ

若島はImll間性 Pある。

C.胴部

淡い黄緑色を呈し、腹部前突起基部より第一腹酎iの下部に向け時紫色僚

休側を斜走す。叉第五腹節より第十腹部に向ひ‘体の上聞に瓶献の暗紫色

紋あり。腹部は淡褐色を長ナ。叉皮J市・表聞は徴小隆起が容;'tて生じ、 実白色

軟毛あ り。腹部前部の突起は先端下向し、 後部突起は上向す、共に小なる

来Jjを有ナ。気門は黄白色f亡して、腹開l‘尾脚は梢々淡色な り。休の大きさ

を7Iミすと、

休 長…一・・・約 25mm-30mm

頭部突起長・……・… 約 7mm

腹部前突起長……・・…約 白6mm

腹部後突起長……・ー・・約 7mm 

2.ll1町

a.金il:b・一

体は棋1影を呈し‘ 町!化常初はまを緑色で禍色斑を有するも共後次第tて次黒

色.紫茶色、 友白色、と友り途陀|清補色と友り 、羽化直前十て於ては、麹と

え主る音1\分附近f'C$.l.~青色の複雑f.í:る色依 泊、現はれて糸・る。州1は尾端をか、て樹

枝tマ附着する。

b.頭部:ー

上端にtll棒AAをなす突趨ありて、顕在f.は小左り 。下吾、は正中鵠iて泊ひ休

の前簡を長く走り遡端t亡遼す。蹴角は遡の前i隊陀沿ひ遡端t亡謹す。

C.胸部:ー

背聞は技をなし稜棋は鈍角をなし.その]頁黒占は中胸後部にあ り。 麹はftI告

ョ.
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々三角形で先端は腹部!~}四節に及ぶ。前朕11q:，脚は共に複眼下部より裂し 、

明瞭なり。但し後部は不明瞭ItIJ。

d.腹部・ー

背簡は稜を 友し第二腹節陀て最も突同し、約八十度位の角を左 L~l九腹

飴iまでー直棋をなす。第十!底的jは極めてノj、さく 、尾突起は匙71予を呈す。

生 態

1.食草

J尖集せる時幼虫がイヌピハ、ホソパイヌピハに居りしを知り此等の倣物

を以て飼育した。尚此の外数種が本種の食草として知られて居る。卸ち、

イヌピハ Ficus erecta， Thumb. 

ホソ パイヌピハ Ficus.e. T.var. Siebolbii King 

イチジ ク Ficus caria，L 

オホイタピ Ficus foveolata. WalI. 

筒飼料は必十早WJtて取り費へ、校のま L瓶の中1C7!¥を入れそれ陀押し、

その上tて幼虫をとまらせて置くと‘ 萎れる事主主〈充分周が足せる。之等の

食革は手近t亡得られるのでその採I炊の不便ははぷける。

2.護育経過

a.幼虫

掠集して来たものは既に三齢I'L達して居た。ヨたに各齢旬:tζ護育む経過を

記述せん。

三齢:一体色は淡維褐色忙して頭部は暗褐色なりG 休長I'i大体12mm

内外に して、 歩行の方法は先づ1l~脚を休の牧縮と共に前方に引ょせ‘ ヲたに

腹脚を国定して胸脚を前方忙移動す。之をくりかへし前進する。

四齢:ー休色は維色が幾分強くなれ第二21jより休の雨側に太〈、資

続色の色僚が現はれる。胴部はかへって頭部より太〈.背商は淡禍色君主 り

!位皮後の休長は13mm位で・股皮前(五齢になる前)tて於ては20mm陀も達

した。休色はさ齢よりも濃いc第一官liは淡い赤禍色を皐し、他部分よ担特

に淡い。各突担は黒視色である。 腹商は1J(褐色を呈す。

五齢 .一 頭部非常陀蛮透す。休色は更}て濃くなり 、殆んど糞緑色とえ主



14 

り 第二股節及び~S五腹節上り第十腹節陀かけて時紫色の色僚あ り。叉腹面

は淡い次拘色を皇す。体長はlI5t皮後に於て20mm前後忙して、ヲえの股皮前

t亡於ては既に樹枝陀下り全長28mmにも建ナ。

五齢の最盛期に於ては34mm前後であるO 五齢の終りの時、削ち樹伎に

下垂してる時のl批皮陀於て、先づ第一首jD上商が二つに割れ頭が出る。脱

皮さるべき皮は次第に腹部の方へ引きつけられて行会、 次第十亡股皮が行は

れる。此の間時身体を振り動かす。かくして立誠に脱皮が行はれ出iIsと友っ

て行くのである。

b.血育1.-

~!mr亡於ては、休)I~は碕ん ど痩イとは 1t. いが、?とだその色が非常rc鑓化する

即ち削化常初に於ては‘漸くの間.紘色を墨す。間もなく次諜色となり、

次に紫同色となるが始めから此の時迄に‘約二日を要する。紫褐色に止る

事三日、 ::j，くに1}.乙白色とな り.一日位たつと‘麹の部分に紫黒色の係閣がす

いて見える。かくして一日たって蛮生を見る0*1;局tl@{とよ P費生迄‘約 7日

を要する事tてなる。削よりの護生の時は先づ胸部1'L4mi裂を生タるのである

備費脊の途中‘各突起が傷 くと‘その詩、体液がH¥て、 一時登育が停滞

するも、それに依り不具附JI手 と なる事は殆んど~J;主 い。但し護育に一時障害

を来す~ ， ?委形のものが生やる事はあった。叉州1を手でふれたり、大聾を

出したりして、一種の刺戟を輿へる と‘休を左右比振るが、或は威嚇の震

え主らん。

幼虫の期間及び、明の期間に於ける休長の多散の例休を平均したものを

表示すれば弐の如し。

街令 月 日 J抑 防1 休 長

第凶鈴 I6月14日朝一17日朝l 31=1 13-20111 

17日朝一川議| 4酬| 20-34-28mm 

出ffi 川護-28日夕 | 7附 28 1l1.1T1 Dl 

叉蛮育を経過式で表はずと次の如し。

2・
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月

x x x x x x X 
事手 裂 6. 6. 6. 6.6. 

a‘ A‘ ......... e. x x x 
夏型 @ ••• @ム A 正，L> 6. 

.... 4‘.... ..‘ 
x x x x x X 

秋裂

月 I1 0月 I1 1月 I1 2月

審型

x x x x x x 
夏型 L> 

....A 

x X X x x x x x x 
秋型 @ 。fDG @ ム A L:>‘6. 

AI‘ 4AA  A 

但し、@印は卯の期間、 ム印は幼虫‘ AI=PはnilII.X印は成虫のl開聞を示

す。然し之等の期間も年K依り 、或は天候に依り多少異る。

以上の必1<、 産卵より観察出来す言、従って完全主主ものと注し得主主かった

事を残念に思ふ。叉折を見てー居完全t亡、Eつ精密に調査して見たいと思

J‘。

附園説明

Fig. 1 幼品側面全国

Fig. 2 幼轟頭部前面園

Fig. 3 桶側面全国

Fig. 4 嫡前商圏

Fig. 5 幼掻第五齢脱皮期国

上圏中 Fig.1，Fig.2， Fig:3はA3足同君原因‘他は著者原闘である。

文 献

汀崎悌デ:イシガケテフの捷態。 Zephyrus.vol.7，No.2.3. 

武内議文:イ シガケテフの護育を記す。 昆虫世界、 vol.7，No.66. 
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宮崎懸鳥類自録補記

林三松浦正夫

黒潮寄ナる日向iYil!を東f'L持ち‘ブLリ十lの南端に位世する宮崎)¥認は、本邦各

地tて比し、策候温暖、雨量豊富忙して、東部tては民ーぎ海岸訟ilを持ち、日つ冬

季積雪を見守‘従って鳥類分布上よれ叉渡り鳥の渡来tて閲して幾多の注

目すべき研究事項を訂してゐる。I3Pち我闘より北方で若手殖を絡へて‘南方

北緯20度以南へ越冬K赴く放鳥 (Birdsof passage)の通過地として、叉

む 尋 業等の南方洋上K衆り出す勢揃地として、叉気候温暖主主る特異性は‘熱帯

性の鳥類〈ヤイロテウの如き〉乃至南方系の多く の豆極を多産し、叉冬季

:t;'i雪無き地方陀移動する諜烏 (Vargrants)の越冬地とも友るのであって.

本州 各地と占'~r.主る 多くの鳥類宏見る事が/+'，来る。向海鳥K闘しでも‘即ち

冬季南牟球t亡て蕃植し、夏季北上する7kf.t.¥.鳥類で‘日向灘を通過するもの

も少〈無いと考〈られる。

赤司亮氏tと依れば.本l際産鳥類、31科71種‘記載されしも‘著者は昭和

十一年四月より、 採築地の判明せる正確なる標本及び、野外観察に依り調

夜し?とる数十種の鳥名中より、本目銀十亡憤然IlL載すべき鳥類43種を、敢に

埠楠して本目録の完嬰を期するものである。

向本調査に常り、標本市用を快諾せられた遠山利一氏、及び中島先生『亡

診;fL‘教に謝意を表する次第で、あるd

以下日本烏態舎の分類順に‘品名を掲げ‘説明を附す。

サギ(鷺)科

冬季雨量少殺し従って滋i岡地の少主主い本l憾に於て、此等の71<.訟を好む渉

s);を多く渡し、市も中l乞は滋ゑものも多いのは意外である。

ダイサギ Egretta "ョlbaalba (Linnaeus) 

邦号室鷺好i~l~[走大。現今稀種とせられ. *jf;新後激減せるもの比 して‘従来の

記録に依れば北海道、本州 (東京‘武州、下組‘描荷)、朝鮮とせられてゐ

るが、本服腕瀬付ーツ瀬川及赤江町松1"奇の7.1¥回附近K飛来ナる事が判明し
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てゐる。

チウサギ Egretta intermedia intermedia (Wagler) 

コ サギ Egretta garzetta garzetta (Linnaeus) 

アマサギ Egretta ibis sormonds (Boddaert) 

三種共全身雪白色にして、アマサギは蕃殖期t亡於で頭喉頚‘上11向音sf'L授賞

色の長羽を生やる。共f'L白鷺として知られてゐる。五月頃‘宮崎郡赤江町

松崎附近の71<問に於て此等ーの群が見られ、望遠鏡を使用する主主らぽ、 上牛

身オレンヂ色のアマサギの生稲荷のものを業等の中fi'.:認める事:が出来る。

附近に五位鷺と共tて鷺山を作って蕃殖してゐる。

サシカノゴヰ Botaurus stell.aris steIlaris L. 

形態大忙して.臨色は他の鷺類と異r.d.著しく保護色を呈し、頭上部黒

色、背間資相色『て黒色横.XX王、下町葉白色にして、松崎if:J7~にて捕揺されて

ゐる。

アヲサギ Ardea cinerea rectirostris (Gould) 

大型に して往時は普通種であったが . 櫨形の大なる詩.約，~民家の目的物と

して濫監された結果.近年著しく減少した。本州北部以北の却では夏季の

み渡来若手殖するが本臓にては年中此の姿を見受ける。腕瀬附近。蓮ケ池。

赤江町附j互等。

ガン 77(雁鴨)科

スマガモ Nyroca morila moriloides (Vigors) 

中形の海III，~ で上宇一般陀Z尽く‘下商白色コ雌は褐色忙してザi?の謀部tて白色

の帯j伏蕊1:を有す。ーツ葉海岸の入江陀冬季‘小群が渡来す。

キンクロハ ジロ Nyroca fuligula (Linnaeus) 

梅鴨なるも.湖沼‘河川にも渡来するつ lli.j-外11:.て観察する時t亡、スマガモ

... 

との差別黙は‘本極の雌にては lif~の恭官1\f'L白色幣j伏部をど有せざるも、幼鳥 ・
には同様の白斑あり、併し共れはス vガモの雌より遥かに狭きものにして

且つ雄の頭部の洞冠及び背部~i~~黒色 tて依りて容易tr:直別し:得る 。 本!憾に

は普通極の如氏、宮崎市附近では下北方の池に冬季飛来する。
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ヒドリガモ ~area penelope (Linnaeus) 

河川‘ 湖沼にも海上t亡も普通Kして、頭部赤色を帯びたる栗色なり 。

コガモ Querquedulacrecca crecca (Linnaeus) 

シマアジ Querquedula querquedula (Linnaeus) 

トモヱガモ Querquedula formosa CGeorgi) 

三種共tて小形のIp:与にして‘野外にて観察すればカイツブ リより僅かに大き

く見ゆる程度。蓮ケ地附近に飛来する。

カルガモ Anas poecilorhyncha zonorhyncha S. 

大型臣 、 雌雄同色にして、色彩はマガモの雌I'L似る。他の IJI.(~類が渡骨烏の

冬鳥 (Winterbirds)なる陀反し‘本種とオシドリ のみは留鳥 (Parman-

ent residents)にして、全国各地で蕃殖 してゐる。本牒内各地の池沼の

水畔に皆巣する。冬季青島附近の海演に群接するIp品は、本種と‘ ヒドリガ

モが大部分を占めてゐる。

ヲカヨ シガモ Anas strepera (Linnaeus) 

珍種 として記載されてゐるが.宮崎郡蹟瀬村ーツ瀬川には、毎年他のIp鳥類

に混じて少数渡来する事判明せり。

ツクシガモ Tadorna tadorna (Linnaeus) 

大形で、寵色は美し く顕著である。分布は既〈、敵前1及び豆細亜の大部分に

亘るが、我閣に渡来するものは朝鮮以外K殆んど見られ泣いものとされて

ゐるが‘本J隊内にて少撒おli躍されてゐる。

アカツクシガモ Casarca ferruginea (Pallas) 

全身美しい寅褐色で本種の渡来は、ツク シガモより更に稀左足るも 、やはり

毎年少数観察せられる。

ハクテウ Cygnus cygnus 

本極に就いては.中島茂氏陀依り‘既報の如く であるが宮崎郡院潟村海岸

に幼鳥、成鳥共t亡、時k飛来ーする。

キ 科γ 

赤司売氏の宮崎j隊itr鳥実J'i悶鍛の対L科.キ ジ、ヤマ rリ‘は本鯨震のものに
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於ては、キウシウキジ‘コ 長ジロヤマド リの二車種と見倣すを可とする。

キウ シウキジ Phasianus versicolor kiusiuensis K. 

黒悶博士の記載に依れば.邦護のキジの如く顕j買益青銅緑色左らやして、

本車種は光埠ある陪紘色たして‘紫色を幣ぴ.且つ溜斑を紙ぐ。

コシジロヤマドリ Syrmaticus soemmerringii ij imae (Dresser) 

本極t亡閲して、中島茂先生の報告を見る。即ちヤマドリ t亡極めて酷似する

も‘体~~梢々大忙して羽色ー居濃赤色に して光諜・を有し ‘ 13 .つ其の名の如

〈背部下方及び腰音11光揮ある純白色なるを以って、明i僚に区別する事を得

る。本J¥係児湯郡下にて捕獲されるがその数は官会り多く jjEい。

クヒナ(税者島〉科

ツル クヒナ Gal1icrex cinerea (Gmelin) 

従来の記録では.九州、|では長崎のみであるが.ヌド;脱1主崎郡赤i'.t:J町I附近では

毎年五六初見られるo色彩はクヒ ナf'L似て.休JIヨ透か陀大陀‘顕在f細長く

祉も長いコ走行は極めて巧みであるが、飛f.fjは按慢である。

オホノfン Fulica atra atra (Linnaeus) 

休)1予はパンより 著しく犬、 J火鶏科中最大である。パンと~IÙ' る貼β 額の角質

板が蒼白色で‘ IJj~Jの~JI.:f'L映を有し、従って・俳泳は一層巧みである。北地に

多〈‘本ナ1'1以南の地陀は少ないとされてゐるが‘本燃には可成り多く 、十

数初の群を見る事は少く無い。

ワシタカ(鷲鷹〉科

ノスリ Buteo buteo burmanicus (Hume) 

中71~ o 背間柄色‘下問責褐色にして 、 禍色C縦斑を有する。宮崎市附近で

も、屡々緩慢なi'l守朔せるを見受ける。秋冬の頃、 人家附近に多く見られる

様である。

ザーシノ<: Bustastur indicl1s CGmelin) 

中形。雌雄同色にして 11烏聾も‘ノスリ K似てゐるがピツピーと二撃に鳴〈

ヌド種は冬季‘南方に渡 りを行ふものにして、中村幸雄氏の報告に依れば

本州より四閣乞粧て、九州、川入り、大限円三良~I'C集って此庭から一気陀 、鹿
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児島鯨下の徳之島迄飛ぶと言はれてゐる。毎年十月上、中旬向島の西北端

l仰の松林十ては、無担:数干のサシパが渡来して来て忽ち松林は騰で:truまって

了ひ、彼等は・海上遠く渡りをして疲勢してゐるので‘人が登って捕へる事

が出来るのである。此庭で、二三日休養して体力を回復さぜたサシ バは、

更にチラマ群島の上京を経て、沖縄綜下の宮古島tて渡るコ 此の間重税コー

スを取り ‘l'ド縄島のスデ山花も宮ー占島の大野山にも工L寄らやして‘ 午良の t

西北の無様物地帯の海岸に下りる。島民は‘甘藷の蔓を頭t亡冠って符ち受

け其れに止まる臆を捕へ、数年前迄は.那覇の市場で費買されたとの事で

ある。宮古島を護ったサシパは更に西南方に向って石底島南端、測候所上

空を、護濁へと渡り去るのである。'，fi;iJliJ候所の話に依れば年々十月十七、八

日南日を中心陀前後約一週間の通過をなし‘尚其の季節には東北の風が吹

き、春季彼等が審泊地に蹄北する時期比は西南の風tて逸られるとの事であ

る。本聯下のサーパの通過地は児湯郡者:1¥於郡村.佐土原町.妻町及び都披

市の上空であって、宮崎郡岡野村附近の松山に毎年多数休息する。著者は

昭手1112年10月16日午前8時頃、数十羽のサシバの群が‘宮崎市の上空を南

進するのを目繋した。

向宮地方では、渡りが!j}天の場合f'Crrはれる故、グカ去り等といふ言葉
が用びられてゐる。

ミサゴ Pandion haliaetus haliaetus L. 

他の賠類と習性を異忙し、主として海涜にありて‘魚類を捕食す。脊島村

内海?付近の海J誌には多い様である。

ン ギ(諸島〉科

ウロチド リ Charadrius alexanderinus dealbatus S. 

小71三種、冬季、背j烏附近tててダイゼン等の群tて混じって怒濡の上を旋回飛

潟tしてゐる。

オホヂシギ Capella hardwickii (Gray) 

五月lJî大淀川河口附近の草原で 、 ヂー プヂ{プと飛朔 ~I'lt亡裂するil当時を聞

く。叉時々ガガガガ……と尾初で凄まじい音を裂する。カミナリシギとも
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稿せられるC

イソシギ Tringa hypoleucos (Linnaeus) 

各地の海績にも、叉大淀川Ii咋にも普通にして、ツ{ツ{と澄んだl烏聾を裂

し、ツ Jレシギ.キアシシギに見る虫u< .尾を上下して鳴くのが特徴である。

グイジヤグシギ Numenius arquata orientalis (Brehm) 

鵡類中最大種c'r持長く下方に笥[111し.シャコ、ヵ=等を捜すのに趨してゐ

る。春秋二季‘本j係各地の海演に現はれる。即ち肱鳥である。

グゲリ Vanellus vanellus (Linnaeus) 

分;布教の少ない種類であるが松崎附近には冬季‘少数飛来。ずる。

カモメ(l&~) 科

セグロカモメ Larus argentatus vegae CPalmen) 

西上1:利亜の東北部沼海地方丈蓉埼liし冬季支那南部に渡る。冬季各地の海上

に見る鴎は総て本極と見て差文無し。他の鴎頼の如〈群飛せ宇、単調陀飛

掬するものである。

コアジサシ Stermula albifrous sinensis G. 

~J!G大の小形種にて.姿館優美たるものである。夏季各地の7.1\訟に多い。

ハ ト(鳩合!日)科

ペェパト Qenopopelia tranquebarica humilis T. 

色彩美しく.極めて小形の鳩陀して九州に未記録であったが、昭和10年4月

東諸J際部倉岡村にて採集され‘共後少数同地方に棲，息すると聞くが‘その

事質は未だ質地の調蜜に至ら主主い。

トケン(杜鴎)科

クワクコウ Cuculus canorus telephonus H. 

本種は各地に普通にして、殊に霧島山一帯陀は多く .宮崎近郊にも少なく

ない。

ヒスヰ(翁翠)科

アカセワピン Haleyon coromanda major T. 

， 

書
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背商赤褐色の顕著なる色彩を有し、本県幕下各地の山地の渓流に共の美しい

姿を見る事が出来る。

ヤマセミ Ceryle lugubris lugubris T. 

大形の美麗なる鹿の子絞りの色彩を有し、冬季‘庚i賜村ーツ瀬)11ロ附近に

下って来るもりで、 夏季はμl聞の渓流陀棲息してゐる。

7クロウ(長嶋)科

アヲバヅク Ninox scutulata scutulata R. 

中形種。陪褐色陀して、人家附近に多く 、ポーポーと鳴いてゐるが‘離れ

，... て聞けば、ホウホウと問える。フクロウのIlJ鳥聾として知られてゐるのは線

ー

ー

て本題である。併し幼鳥の11.鳥聾は種々の鑓化がある。

アマツバメ(雨燕)科

アマツノ〈メ Micropus pacificus pacifieus L. 

褐黒色の燕より少し大である。滑期する時には‘ 錨の如き形i伏を呈し、優

美お:ものである。著者は大淀川口附近で目撃した外‘儀り;VJ地方で見2泣い。

セキレイ(稿鵠〉科

グヒバリ Authus spinoletta japonicus T&S 

調色‘ .ヒパリ t亡一見類似してゐる。冬季‘各地の平原.悶*/11.梅街等到

る所に多い。

ヒタキ(鵠) 科

コサメビグキ Alseonax latirostris latriostris R. 

色彩I鳴聾共I'C地味友る故、官会り目立たないが、 霧島一帯を始め各地の翻葉

樹林に多 く、宮崎f!irll宮外苑にも見られる。

ウグヒス(鴛)科

:セツカ Cisticota juneidis brunniceps T&S. 

極〈小形の烏忙して、到る所の草原、草生地にて、ヒヒ ヒヒ……ジヤ ジヤ

・・・と‘特徴あ之 11.1;:;撃を聞く事が出来る。地上jtc蜘妹の締と幕葉jtcて‘非
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常tて精rTjt:J..‘上部tて屋{長を有する桁園}彩の美しい巣を作れ且つ腕l妹の訴

にて、禾木類の謹又は雑草の根元f亡橿絡してゐるコ邦産鳥類中で最も巧妙

2主管j誌をするものである。

ツバメ(燕)科

イワツパメ Delichon urbica dasypus B. 

上聞黒色‘Jl妥の下部、上尾間と下聞は白色にして、関Mツバメより 小B 尾

は鹿〈分岐してゐる。冬季には越冬地に移動するものであるが‘越冬地は

判明せ十、僅かtて北九州、!cD品111孤といふ錨乳洞及び‘和歌山鯨明市中村附近が

知られてゐるが‘向群馬)~長.岐阜脳等でも繁般廃たる断定の i同穴中 tて越冬

するとの設が有るも明か友らや。著者は昭和112年2月11日東諸J際郡高岡町

附近で数十羽群飛ぜる を自修した。土地の人Iqこ依れば冬季も同地方忙滞旋

するとの事である。

ムクドリ(椋鳥)科・

コム クド リ Sturnia philippensis (Forster) 

ムク 1:リより小にしても色彩遥かに美麗である。若手殖期以外陀は常に群俵

する。宮崎市中に多い。

スぐメ(雀〉科

コガハラヒハ Chloris sinica minor T&S 

秋冬の頃、群飛せるを常花見る。飛均時t亡は風切拐の黄色部が目立つ。事手

嫡期には、松林『亡多く、好んで松の梢上:t亡事量具する。

以上補記せる43種陀就て、簡略t亡説明を1111へたので、あるが‘向以上の外

K ‘本鯨産鳥類中t亡は南方的車種多く 、キ ウシウサン ショウクヒ‘カゴシ

マシジウカラ、ツシマヤマガ ラ、キウシウゴジユウカラ、キウシワェナガ.

キウシウコゲラ‘ナミエオホアカゲラ.カゴシマアヲグラもヒウガカケス、

ヲガサハラミソサザイ、キウシウ フクロウ.等である。

以上報ヂる烏名を要約すれば共の釘lし。

サギ苧1・ 6種 フ クロウ利・ 1種

，. 
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ガンアフ科 11種 ヒ ス ヰ科 2種

キ ジ 季} 2種 アマツパメ科 1種

ク ヒ ナ科 2種 セキレイ科 1極

ワシタカf.J千 3種 ヒ グ キ 本} 1種

シ ギ 不ト 5種 ウグヒス 不十 1種

カ 弓E メ 季ト 2種 ツ ノ、. メ 和ト 1種

ト 和l l種 ム ク ドリ科 1種

ト ケ ン科 1種 ヌ、 ズ メ 科 1種

参考 文献

秋古 文吉 「宮崎勝下の鳥類J (動物態特別講義論文) 1932 

赤司 莞 「宮崎県長に於ける鳥類J (同) 1933 

中島 茂 「白向l乞於ける特殊動物J (日向の自然と生物) 1935 

ゑミ 主ー 「小鳥の初鳴時刻と外凶要因J(動物製雑誌、4の各) 1937 

中村 幸雄 「烏のi度りに就いてJ (野鳥.第一傘第六蹴) 1934 

川口孫、治郎 「サシパの渡りJ(lli烏‘第一省第六傘) 1934 

日本烏号待合編ー日本鳥類目鍬J1932 

黒l到 長臨 r鳥類原色大園設、上傘J1931 

f̂JI到清之助 「日本の 鳥類J1937 

内問清之助「烏穆講話J 1920 

石海健夫「本;1-[恨蕃殖する烏J1933 

下村費支二「渡り鳥 の生活J1933 
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本校内の歩行虫類

農 二3li木英 哉

本校校庭、特t亡農場には多数のゴミムシが棲息して居る事は、質習の時

等t亡御気付きに主主って居られる事と思ふが、 一体何種位のゴミムシが居る

Cであらうか。

入感以来此の類t亡興味を持ち，T<<Jiかめんが震賓習の官余暇に採集し叉観察

したが、その結:!f~を此底 t亡瑳表しゃうと思ふ。

然し之等の種の同定は筆者の一存忙して不確寅友るは勿論、採集地れ観

察洩れのもの も多数ある ζ とはいふ迄もなく、今後?@:々此の方聞の研究家

現はれ.此の類の完全陀調ぺ上げられる日の近からん事を切望する次第で、

ある。

歩行虫類は一見農業に劃して陰り関係深き様に見受けられ主主いが、彼等

の銑き牙によって擁される害虫も故知れす言、特tてエ ゾカタピロ ヲサムシの

夜宝生虫 .マイマイカプリの~jのカタツム 1} の捕主は有名怠る事質である 。

Carabidae 

Carabinae 

オサムシ科

オサムシ亜科

1 Calosoma.maderae Fabricius var. chinense Kirby 
(ヱ ゾカタピロヲサムシ)

本種の分不liは嘉i弘 琉球、四闘を除く日本全土に産し‘大体北方系の

昆虫にして‘殆んどのjZ虫園鑑は~'L州の分布を落して居る。然し本種が

宮崎l際陀産する事は今迄陀幾度か殻表せられて居り宮崎l係rc於ける動物

の内‘ 特筆すべきもののーっと友って居る。 殻火に飛来する習性を有し

校内では校友合館.寮のf投火陀予j~ る 3 オs.:極はヨタウムシの天敵と して有

名 で成虫も幼虫も之を捕食し、時にはマツケムシ等をも捕定ナる錠虫で

ある。 5-8月頃のrmt亡殻生ナる。
2 Carabus blaptoides Koller var. lewisi Rye 
(コマイマイカプ リ)

本種の分有jは本州、九州、|にして本邦国有種。カタツムリを捕食するの

• 
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で有名である。 桑園に於で:J~~集 し得るも多からや。

Harpalinae 

3 Scarites terricola Bonneli 
(ナガヘウタンゴミムシ)

ゴミムシE科

27 

本麗の分布は極めて蹟 〈北海道、 相'Ig太を除くヌド;邦到る鹿忙産し、遠く

満洲、支那、シペリ ア、ヨーロツパ、アフリカ等陀塩分布ナる。粘質土

壊の雑草中に穴居して居るとと多し。本校運動場に於て多数見受けられ

る。護生5-7月。

4 Clivina castanea Westwood 
(オホヒメヘウタンゴミムシ)

本種は豆判I1.!lli:t亡康 〈分布し、本邦にでも梓太、北街道を除く到る庭に

産する南方系の昆虫で休長6mm内外の徐P大きく左い昆虫であるD桑園

其他の闘場で時々採集され、燈火tて飛来する。

5 Drypta japonica Bates 
(アヲヘリホソゴミムシ)

本校農場陀於て多数忙採集される小形のゴミムシである。 5-8月。分

布:ヌドナト|‘ 九州

6 Panagaeus robustlls Morawitz 
(ホソクピョツボシゴミムシ)

本琶の分平fjは北海道、ヌドナ|、1.九ナIHc亘り本佼では桑園に於て6-g月頃

の聞に割合多数見掛付得る。 ヨツボシゴミムシに酷似するも小形にして

首長き故直別される。

7 Panagaeus japonicus Chaudoir 
(ョツポシゴミムシ)

分不Ijは北海道、本ナ1':‘九州、l。前種より少し大形忙して、やは伊桑固に

於て6-9月l亡採集されるが‘前種程多からす写。

8 Dischissus mirandus Bates 
(ハガタヨツボシゴミムシ)

本州、四囲.;!L州K分布す。前種よりまだ大形忙して桑園の雑草中に

て得られるも少し。
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!1 Chlaenius costigen Chaudoir 
(スヂアヲゴミムシ〉

本州、九州、II'L分布す。大型のゴミムゥにして雑草中陀;嵐官、す。オホキベ

リアヲゴミ ムシに類似するも麹1/!j'ir亡策機泣きが放に判然と直別せらる。

桑園陀多し。

10 Chlaenius culminatus Bates 
(オホキペリアヲゴミムシ)

本州、四国‘九州K分布す。本校fkJ/tCは8-9月頃農場lて産するも多か

らや。

11 Chlaenius naeviger Morawitz 

(アトポシゴミムシ)

樺太.琉球、 蓋閣をとl徐く本邦各地陀産し速く満洲、支?郊にも分布する

極めて普通なる種類にして一年中時期を間はや見掛け得る。捕獲すれば

アヲゴミムシ属特有の芳香をIHす。

12 Chlョenius pictus Chaudoir 
tキモンアヲゴミム シ)

本州、四閥、九州II'L分布す@組めて普通種にして前種と混ざりて康ナ。

]3 Chlaenius varicornis Morawitz 

(コガシラアヲゴミ ムシ〉

4月-6月陀農場で採集し得るも多からす=。

14 Chlaenius abrtersus Bates 
(ヱピアカガネゴミムシ)

本ナト1.九州、 喜i笥に分布す。農場にては極めて稀に採集される。普通

種なり。

15 Pheropsohus jessoensis Morawitz 
(ミイデラゴミムシ)

ヘッピリムシと俗栴され、敵I'L~遅はれ等すれば黄色の瓦斯を音を立て

て射出する。本州、四闘‘九州‘II'L分布す。校庭の何鹿にても護見され、

極めて普通なる種類である。

16 Brachynus incomptus Bat~s 
(ヒ メホソクピゴミムシ)

本種の分布は北海道‘本ナト1.九州にして次のコホソグピゴミムシに酷

，. 

会 F
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似すも休色、大会さ J14 主主る~\Í(N[別される 。 校内て、は割合少い。

17 Brachynus stenoderus Bates 
(コ クピホソゴミムシ)
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分布は北海道.本ナ1・J.!.引閥、九4・1・けとして 5--10月十亡於て見出され、農

場の雑草中t亡前額と混在す。前部と同様一種の臭気ある瓦斯を護射し敵

を防ぐ。

18 Brachynus scotomedes Bates 

(オホホソクピゴミムシ〕

本種は本ナi'I‘四国.九州、|に分布す。本校内で極めて稀に掠集される。

19 Crossoglossa Iatecincta Bates 

〈タテスヂアトキリゴミムシ〉

分布はヌト:州.四闘‘ブLナ|‘|。樹上tて捕獲せられ、本校内では.桑闘の桑

の葉上tc5-9月頃迄護見し得る。

20 Calleida onoha Bates 

(アヲア トキリゴミ ムシ〉

分布は華i替、琉E求‘九州.四国‘本州、1f'L亘るつ本校内には徐り多から

す=。

21 Lebia japonica Chaudoir 

(ジフジアトキリゴミムシ)

北海道、本州、四閥、九ナj'l陀分布ナ。 5-9月頃迄‘桑閣の桑葉上忙於

て登見し得る。

22 Dictya cribricolIis Morawitz 
(キグピアヲア トキリゴミ ムシJ

北海道、本州‘九州、|に分布し‘速くシベリアに亙る。 他の地方では告会

り多からざるも本校桑閣に於ては時々見掛け得る。6-8月。

23 Bembidium oxyglymma Bates 

(ヒメ Zヅギハゴミムシ〉

北海道、本州‘四閥、ブLj'j・1.支那.シベリアに分布す。農場に産する

も微小なる故目陀っき難し。

24 Bembidium varium Olivier 
(マダラミヅギハゴミムシ)

北海道、本州‘九州、朝鮮に産し‘遠〈シペリア、 i抗洲にも分7Ojナ。
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前種同様‘徴小f.r.るゴミム むである。

25 Galerita japonica Bates 
(クピボソゴミムシ)

中国地方には稀主主らざる種類にして.ヌド:ナl‘1，九州、朝鮮に分布す。長

i仰を有し敏速に歩む。

26 Bradycel1us fimbriatus Bates 
(キペリツヤゴモクムシ)

本州‘ JLナト|忙は極めて普通なる種類にて、よ く飛朔し、股火に飛来す

る事多し、 4-10月。

27 Poecilus encopoleus Solsky 

(キンナガゴ ミムシ)

北海道、本州、四閥、九州・|‘ シペリアに分布する。普通極陀 して‘ 塵

芥下等tr:多し。

28 Harpalus capito Morawitz 
(オホゴモクムシ)

北海道、 本州、 四圏、九リナ州州、t十刊i'I、'1、朝[(t1、['(;，、

等tに亡分布す。4ι一一-1m月頃陀亙り本校桑園雑草下t陀亡探集される普通極種:である

29 Harpalus tridens Morawitz 
(コゴモクムシ〉

北海道、本ナl‘l‘九州、支那に分布す。極ゐて普通忙して‘雑草下、 塵

芥下等K護見し得。

30 Dolichus halensis Schaller 
(セアカゴミムシ)

北海道‘本州、四圏、 九州、 朝鮮、 基i母‘支那、殴削等極めて庚〈分

布し、本校内にでも普通に鷲見し得る。個体により鑓化多く、別種かと

思はれるものもある。 4-10月。

31 Pterostichus microcephalus Motschulsky 
(コガシラ ゴミムシ)

梓太、北海道‘本州、四図、九州、朝鮮.支那、シベリアK分布す。

飴り多からす言。 4-10月。

32 Nebria chinensis Bates 

ヲ.

@ 



; :It 

o 

31 

(マル クピゴミ ムシ〉

北海道、本州‘九州、 4ザl鮮.支那、 樺太tて分布す。 桑園其の他の雑草

下等でま菱見し得。

33 Nebria 1ivida Linnaeus var. Iatera1is Fabricius 

(キペリマルクピゴミムシ)

本州、九州、シベリア、敵百十Itc分布す。校内tとても普通に費見し得。

4-7月。

34 Triplogenius magnus MotschuIsky 
(オホゴ ミムシ)

北海道、本州‘四閥、九州‘朝鮮に産し普通種友るも、本校内t亡は多

からざる治改日し。 4-10月。

35 Pterostichus orientalis Motschulsky 
(ア トマルゴ ミムシ)

北海道、 本州、九州、!.シベリアに分布す。本佼内にては桑園陀多し。

3-8月頃。

36 Nebria macrogona Bates 
(オホマルクピゴミムシ)

本ナトl‘九州、 蓋潤t亡分布す。本校内吃ては多からす=。

37 Harpalus platynotus Bates 
(ヒラタゴモクムシ〉

北梅道、本州、 四囲‘九州に分布す。前種に酷似するも、脚、体下の色

異なる故、直別さる。 4-10月。

38 Platynus magnus Bates 
(オホヒラタゴミムシJ

北海道、本州、四圏、九州‘|に分布す。普通種tとしてよく;股火花飛予/<iず0

4-10月。

39 Anisodactylus signatus IIlig 

(ゴ ミムシ)

本邦各地‘支那、シベリア、 険加に分布す。極めて普通忙して、 春暖

の日 は路上を飛湖し‘ 叉維草下、塵芥陀も護見し得る。 4-10月口

40 Amara chaIcites Zimmermann 
〈マルガタゴ ミムシ〉
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北海道.'本州島四図‘九ナ1'¥‘支那等f'e分布し、最も普通なる種類にし

て一年中を通じて何鹿にでも蛮見し得。休色t亡事警化多し。

以上40種を載せたが、まだもっと産する事と思ふL.叉此の中に遣って

居るのもゐらう。

絡に臨んで、歩行虫J宋集に御援助を賜はりし池悶誠君並Ut亡中村llt君に

深甚の感謝の意を表す。 22.V.1938

参考文献

(1)松村松年、 「日本昆虫大園舘U 1935 

(2) 松村松年、 「日本通俗jZ虫園設 U~虫の部)J 1931 

(3)北 陸 館.r日本昆虫闘鑑」
(4)紳谷一男‘安達*，WJ光‘ 「原色1:1:1虫固譜j 1933 

(5)扱1111桐郎.日本の咋l虫‘「続日本の甲虫」

(6)荒木 等.r大阪市産歩行虫目録(ー)j 1934 

(7)戸津信義、幅貴.lE三.r大医附近の歩行虫類」
(昆虫世界1¥10.427，428，429) 

(8)戸津信義‘「歩行虫の智識，j(閥28昆虫雑誌)

(9)繭貴正三‘「大阪附近に於ける歩行虫持集案内j(昆虫界 VOL.3

No. 1) 

( 10) 近木英被‘「宮崎高農内の歩行虫(ー)~(寮報るはぎ第二巻). 1937 

車

c 



33 

駄目 妹 の 話

農 一 白 甲 鉱炉

蜘 妹の名構

蜘妹は猫逸語で Spinne英語で Spiderと云ひ藍濁語では Didu叉は

Rakiaと呼ばれて居るさうである。叉地方K依つてはコプ(鹿児島)クポ

(茨城県高久慈郡〉等の方言があるがコブとは「癖」と云ふ意味であらうと思

はれる。

漢字fDr蜘妹」と云ふ字の起り は李時珍氏の本草綱自に依れば 「詠の義
を知る虫(網や泉tて侵入する不逗た努を説、ナるから〉である。」と云ふので

「知;訟J/'L虫扇をつけて蜘妹と書くさうである。

2 蜘妹 の分類

蜘l妹は古来或は頭足類甲殻類昆品類等と共に「品類」として一括された

り或はまたグ=・ サソ リ等と共に昆品評!/'L編入されたり したが現今では一

つの樹立し?と目 として取扱はれて居るのであってその概略を示せば次の如

し。

PBYLUM ARTHROPODA 節足動物

SUBPBYLUi¥1 CHELICERATA 鉄 品品さ4三 類

CLASS ARACHNOIDEA 昧 ~I~ 類

。 OR.oER ARANEIA 蜘 昧 類

更に此のARANEIAは次の三豆目に分けられる。

Suborder Archaeothdae 古抗亙 目

・，ー Sudorder Protothelae 原北亙 目

Sudorder Metathelae 新庇亙 目

此の中で最も興味のあるのは古沈亙自に属する蜘昧で腹部は明かに環首i

構造を示し紡結擦は腹部腹商の中央K位置して現存の紛:昧の中で最も原始

的特徴を具へて居って否人K蜘~の進化系統の一節を牧語って く れるので
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ある。

宮崎及南九州一帯に産するキ ムラグモHeptathelakimur・ai ~KISHIDA)， 

1923は此の古比亜問中のキムラグモ科FamilyLiphistiidaet亡鹿し世界的

に有名主主蜘妹である。

3 原的蜘妹に就いて

(A)化石種 石茨紀の地!苦から/+'，た蜘¥!院長の化石は何れも腹部が環節を

示し以て現存の!lW1!妹は節足動物の他IJ.J類と同様に元来は休節構造をもって

ゐたととを我々に教へてく れるのである。 此の化石積には Arthrolycosa，

Eocteniza， Geralycosa， Perneria， Protolycosa， Bacovnicia，の六臨が

あ9ARTHROL YCOSIDAE t.r.る猫立Lた科を形成して居て現今約13躍が

知られて居る。

(B)現存:種次に現存:の種類で最も原始的1;r!鈎1!Il!j(ばFamilyLiphisti-

idaeキム ラグモ科で 3脇6種を含みPENANG，BURMA， SUMATRA， 

jL州、沖縄‘北支(7)陀分布しイヒ石腫 AR.THROLYCOSIDAEと共に腹

部に環節を示してゐるので他の蜘!妹とは明かに直別されL得るのである。斯

様tI.興味深い腕I ~妹が我が九ナ1'1にも産する(前述したキムラグモ)ととは穆

柄上非常I'L興味あると とである。而も此の宮崎の下北方町のE陵地には驚

く程多く産するといふととは就陀本佼の先輩津口‘ 王寺の雨氏が程表せら

れたととろである。今Liphistiidaelて属する蜘株のGenus及Speciesを示

すと次の様である。

Genus Liphistius SCHIODTH， 1849 

1， L. birmanicus T. THORELL 

2， L. desultor SCHIODH 

=L. mami11atus O. PICKARDCAMBRIDGE 

3， L. sumatranus T. THORELL 

Genus Anadiastothele E. SIMON， 1903 

4， A. thorelli E. SIMON 

Genus Heptathela KISHIDA， 1923 

~ 

畠



5‘H. kimur・ai KISHIDA 

6， H. Sp....・H ・-・(北支)
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九州に分布するのは Heptathelakimuraiで木村有香氏に依って鹿児島

で初めて採集され岸岡久吉氏がとれを研究し?と結果新属新種として護表し

たてのであってキムラグモ友る和名は鷲見者i亡敬意を表してその苗字をと

ってキムラグモと附けたさうである。

此の蜘彰!とに関しては前詑j草間氏の程表の外陀ヌj>:佼の先輩滞口‘王寺の雨

氏が分街、生態等f'[闘して詳細なる研究をなされて既I'LACTA ARACH 

-NOROGICA (Vol. 1; No. 3; P. 115ー123;fig. 8; 1937)紙上に蛮表せら

れたりで此鹿ではとれ以上詳述すると とをさける。 1J併j汗干し此の1蚊蜘良卯I!妹多妹長t比亡闘して

は向段研序Zナペき県1

るζ とを信じて疑はないのである。

4 鳴〈蜘妹

蜘妹がn烏くと云ったら丸で虚言の よう K聞えるが事賢蹴知l珪~ (l).!ltll株の或

る種類では立汲な強奪擦を具〈て居て之は恐らく異性をj';-びき寄せる矯め

のものであらうと考へられて居る。勿論鳴くと言つでも猫が鳴 くのや蛸が

n.¥与くのとは大いに異なり コホロギやカミキリの様陀一種の摩擦音を設する

にすぎないのである。 どれ穆大きな音を出すか米だ聞いた ζ との主主い筆者

にはわか担かねるが恐らくカミキリのギーギー音程度のものでは君主から う

かと思はれるo強音器の構迭はSteatodabipunctata L. Loc.では第一固

に示す如く腹部に一列のChitin質の簡を具へ?と小板があり之陀釘して頭胸

部の後端忙は車fIいf、横溝を兵へた部分が腹柄の雨側にあって腹を上下に迅速

に動かすと と陀依って腹部の歯で、頭胸部の細溝を摩擦して音を聾するDで

ある。此の護音器は本種では維のみが有するがCrustulina guttataでは雌

雄共K之れを有しその構造も前者とは艶分兵なるが大体に於て類似したも

のである。

Leptyphantes minutusでは全〈趣きを異にし雄の大顎Cheliceraeの基

節外側に細講をもった部分があって此の部分を鯛誌の腿官iiの基部にある1]、
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突起で摩擦して音を殻するのである。 Walckenaeraacuminataでは雌が

斯様主主張音器をもってゐる。

5 蜘蝶の毒

古来助l昧は無味の悪いものと思はれ一般の入比除り良い印象を奥へてゐ

友いのは事'庄で恋って従って!iltll妹の首長性1'(就いてもいろいろうはさされて

居るが現在の所日本産むものには人間陀大筈を及ぼす程の猛毒をもって居

るものは居らない。

勿論全然毒をもって居ないのではなくて如何程るものでも毘轟の様念tl、

さなものは識に殺す程の憲は皆もって居るのである。此の毒は頭胸部にあ

るー封の盲麓欣の毒1Jhiから分f必ずるもので憲腺はCheliceraeの牙に閉口し

て居る。

此の室長性に闘しては純物性毒素である Abrinである とか Ricinである

とか或はまたArachnolYsinと云ふ特殊な ものであるとか其の他種々の研

究結果の稜表があるが未だ充ー分友研究が行はれて居ら左いのである。

扱てダくに!腕l妹組中特に獄事長を有するものとして恐られてゐるもの忙就い

て書いて見ると

(1) Lathrodectes tredecim-guttatus ROSSL 

休長僅に 8-12m.m・の小さ友窟類eSpain， Corsica I.， Sardinia 1.， 

Italy， Crete， Algeria， Volga， Caucasus， Turkestan，等c南l款の諸地に

分布しとれに佼まれたときは頭痛胸内苦悶I寝吐悪寒等を催し重症のときは

一命を孫すととがあるさうで此の悲は人ばかりでなく牛、!新駐の如き家畜

陀も作用し Russiaでは畜産に筈を及ぼすといふととである。

(2) L. lugubris L. EREBUS体長10-20m.m.で Greece，Russia， 

Central Asia，等Iて産しI攻傷による症i伏は大体前詑極と同抜なありその毒

は赤血球をi容解する作用をもって腐るとの ζ とでるる。

家畜にも害を及ぼすが羊は全<!蕗じ 1j:いさうである。其の他此の~(G­

enus)に属するものでL.mactans FABRIClUS (Ameri回)L. hasseltic-

atiJ)o POWELL (New Zealand)等も獄憲をもってゐる。
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(3) Araneus diadematus赤血球を溶解する作間を有するArachnolys-

in及 Arachnotoxin友る悲素をもって居り 一匹の浸出液で敷干の猫を殺

すととが出来1.4gの重さの蜘妹の浸出液は2.51の兎の血液をと溶解する力

をもってゐるさ うである。

(4) Lycosa tar百 ltulaRossl 西部Italy，Spain， Portugal tL分布し

俗rcTarantella !腕l妹といひ此の腕I1妹にl皮まれると舞踏病に躍ると中世紀

のEurope人は考へてゐたのである。併し之は一つの迷信で此の蜘妹の人

体に及ぼす病欣は只局部的のものでとれによって生命を奪はれる ζ とは殆

んどないさうである。 (V.20.1938.)

( ."， íj.~~-t葺 i 国訓32J]I~.3 ) I.'gj可

主要参照文献

奥村多忠，!腕l妹の毒陀就て;動物事雑誌，Vo1.XXV， No・291，p.5--57，1913 

岸悶久吉;原的の腕1昧日本にも産す;動物製雑誌， Vol. XXX2， No.385， p. 

361-363， 1920 

K. KISHIDA; Heptathela， a new Genusof Liphisliid Spiders; Anno-

t. 2001. Jap・， Vol. X， Art. 23， p. 235--242， Fig. 6， 1923 

江崎悌三;多足類蜘昧類， 1930 

E. NIELSEN; The Biology of Spiderv; Vol. 1， Vol. 2; 1931 

岸関久吉 ;!政i妹C生活， 1933 

小松 柴;原色大日本蜘昧類園設， 1936 
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阿零国立公開の植物

林 三 仲宗根卒男

去年の七月、 筆者は林製科修穆放行閣の一員として.約廿日 、北街道方

面へ旗行した。其の際‘特I'C我々に感銘を興へたのは阿惑の闘立公園で、

業の印象たるや今主主ほ我々の脳裡に傑 〈賊されてゐる。筆者は一年前を回

顧して、営時その地の大自然陀11;止喜しつ q図絵した所の一端を記して見ょ

うと思ふ。

阿寒園立公園は‘其の範闇極めて贋〈、子古斧銭。入らざる原始林有り

火山あり、 i'Ml水あり‘共の自然美盟かえ主事は本邦閥立公闘中屈指のものと

言ひ得るであらう。我々は其の図立公闘を鵠ょう事三目、其の問、大自然

を友と L，火山の沸騰する如き景観を見、或は澗ノ'kf亡舟をi乏ぺ、或は山岳

美t亡我を忘れ.或は珍植物忙室長誕を禁!:得友いといふI{;I(態であった。

今日迄、 本佼般行闘中阿寒開立公園陀政行した事少し我々線行劉の特

筆すべき事は、共の公園の代表的山岳ともいふべき雌阿寒岳に登山した事

である。

之より我々の観察して来た阿寒幽立公閣の縞物を‘主として雌阿寒岳と

阿寒澗fてついて記し.今後の政行者の参考にも供したいと思ふ。

阿寒原始林は保安林として!被正陀伐採を禁ぜられてゐる矯‘全く原始の

先~態を残し、古来斧餓の加はらない森林である。唯雄阿寒岳の一部が山火

事を被り‘叉雌阿寒岳の頂上のハヒマツが{え，探されてゐるのは遺憾とする

躍である。雌阿寒岳に於ては保存直域以下の林には凱;に捧伐が行はれ‘自

然の状態を損してゐるのを認める。保存直域は雄阿寒岳、雌阿寒岳及阿寒

湖の三直11:分れてゐて、共の植物も相違する躍があ る ~ .u-tれより其の各々

Kついて述べる事とする。

|雌阿窓岳の植物|

雌阿寒岳は標高一五O三米で、頂上まで初1畔よ D十二粁今、幅一米宇位



39 

の道路が頂上まで殆ど綾か左f頃科で通じてゐる。

此の山の布~l物は垂直的分布から見る と、大健三帯陀直別出来ると思ふ。

即ち、山麓帝王喬木帯.漉木帯と。山麓帯は針葉樹の他K落葉澗葉樹を混

じて山麓一帯干の大部分の面積を占めてゐる。 喬木帯は主と して常総針葉樹

林で山麓帯の柊りから海抜一千米附近の高さに達し、瀧木帯は‘ 其上の‘

下位。方は小雨積に落葉樹林で ‘ 上部は平均成f~ß閣にハヒマヴ林がある。高

山植物は以上の木本の生育し得えにい岩石地の山頂附近に生育してゐる。今

此等の帯について説明ーする と、

山 麓 帯

UI麓号??は共の生育j伏態悪〈、喬木tてはエ ゾマツ.アカエゾマツ、 トドマ

ツの如き針葉樹の外に他に多くの澗葉樹を混じてゐる。例へば、ナナカマ

F‘シナノキ、ホホノキ、ヒロハノキハダ‘ メイゲッカヘデ、ハリギリ.

シロザクラ、ケヤマハンノキ.ヤチグモ‘ノリレ z レ、サハシパ、ミヅナラ

等のk口き上ti陵的多数の樹種がある。桂木の護主宰は良好で、ネマガリタケ密

生してゐる聞に‘オホカメノキ‘ツルツゲ、チシマザクラ、 ェゾイチゴ、

ヒロハノ ェハ トコ、ホザキナナカマ ド、クマイチゴ、ナガバヤナギ等の種

類が見られる。叉草稿物としてはツタウルシ‘ヤマプダワ、ヱ ゾウ コギ、

イハガラミ、ゴトウ ヅル、ミヤマハシショウヅル‘シロパナシャクナグ等

F、， 

カ宝ある。ヰE本としては、フキ、マヒヅルサウ、ハシゴンサウ、ヱゾヨモギ、

キツリブネ、ツリガネエシジン、オホイタ ドリ、ヤナギラン、ワラピ、 ミ

ヅパセウ、ヱゾアザミ.カウゾリナ、アキノキ リンサウ.クサソテツ .オ

ホウパユリ.ミヤマムグラ、キクムグラ等がある。

喬 木 帯

喬木帯は最も よく稜透してゐる帯で‘山麓者?に接し、約一千米附近まで

下方では山麓帯e見?と如き落葉府]葉樹が混鴻し、上方陀於てはアカトドマ

ツの美麗な純林がある。アカエ ゾマツは金鑓に通じて生育して、下木とし

てはネマガリタケがよ く生育してゐる。此の寄与C草木としてはアスヒカヅ

ラ‘ホソパトウゲシノヘウチハマンネンスギ、ヒカグノカヅラ、ツマト リ
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サウ、ウド、フキ‘アカンスグ‘ヱゾトリカプト、キンミズヒキ等がある。

;草 木 帯

討1i木都に於ては三仰!の群落を見る事が出来る。 ~p ミヤマハンノキ群落と

小漉木群落とハヒマツ群落である。ミヤマハンノキ群落は山腹の風の烈し

くない谷地附近陀生育し、ハナヒリノキ及其の他の草木例へばイハノガリ

ヤス、タケシマラシ‘エゾフスマ.ツルツグ、タカネパラ‘ミヤマスミレ

シラネワ ラビ等を見る。叉瀧本群落花嵐するもの十亡はイソ ツツジ.ミネヤ

ナギ等が業の主左るもので、ミツパワワレン、タ=ギキヤウ、イハツツジ

コケモモ等があり、上方に生育するものにはミネヤナギ、ガンカウ ラン、

エゾマルパシモツケ、イハギキヤウ、ミネズワウ、マ )L.パイチヤクサウ、

シラタマノキ等を混じてゐる。ハヒマシ群落はハヒマツの密生してゐる部

分で、業の間積ーは蹟:jTe国にわたる。熊は共の質を食去、震にハヒマツの間喜三 〆

鵠ようとの事である。丁度我々一行も蹄途、八合目附近のハヒマツ帯t亡於

て子熊をつれた熊t亡命ひ、結怖と、且つ好奇心で数分野生i伏態の熊を約百

=*附近tて観察し?と。

F百長 t咳 t;:;一園の潟民は其の熊のt!-¥た

~のハヒマツ帯jo 林樹であ

る。

頂上近くは全く裸地j伏態で

火口心部分にハヒマツの貼々

と散在してゐるのを見る。瀧

木寺干の上告f~O砂疎地tては高山

布[(物が散在してゐる。即ちメ

アカンフス 7 ，メアカンキンベイ‘コマグサ、ホソパオンタデ.イハウメ

イハフ‘クロ等があるο高山植物は採取厳禁で、七合闘に山守がゐて、根(物

泥棒を監視してゐる。彼の頂上の木一つ左い所陀小さ友高山楠物が可憐に

美麗主主花を咲かせてゐるのも、一居我々の登山絡をそ Lるのである。北海

道にま実行される方は都合のみ左ら歩、彼の如き山にも登 り‘寒帯風景をl床

ふのも叉興ある事と思ふ。特陀暖凶育ちC者にとっては結!てが諮主主で満た

.. ， 
d 

.~ 
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されてゐる。

|阿寒湖内島監盟|

湖畔のfilI物は鹿陀よって大いた鑓化があ 9‘雄阿寒岳の麓が阿寒澗十と迫

り湖畔陀共の喬木が恒~H-'. して来て水商に影を投じてゐるのは一幅の輸を見

る様である。 叉雄阿寒岳或は雌阿寒岳の其の雄姿を影じてゐるのも叉翰で

ある。我々Cモーグーポートは此の湖をi皇ょう事二時間像。

第二回) 阿寒1mの一部

湖畔の植物陀は トドマツ.

7カヱゾマツを始めとして澗

葉樹のイタヤ‘ナアカマド‘

アヲダモ‘ハ 1)ギリ‘シラカ

シノミ¥ヤマモミヂ、ホホノキ

ノリノキ、ヒロノ、ノニノ、 トコ

ムシカ リ等あ り。阿寒iMltては

i!.!:1似の小島があり、それ等に

高山値物が残存してゐるのも面白い事であるc

阿寒制中tては個所によって水生槌物を」もに してゐるc特K珍しい献物は.

マリモ、エ ゾミヅェ ラ、キンギヨヨモ等である。就中マリモは我kの興を

ひいた。此れは糊の一小部分にのみ生育し、水底f'C'I~~ も無数の小石を列ぺ

重ねた様注視を呈してゐtco m:i一一四ユ ゐ 町内.....-ー←

共の生育fi伏態は全く関白いも

のである。此れは天然記念物

に指定され厳重に保護され阿

寒澗の一つの名物となって居

るc湖畔のf占頭には1l-Lの模擬

品が作 られ、放行者の眼を引

かじめる如くしである。筆者 f第三脳j) 1"')主湖密林挫の3ゅのマ リモ

も本物ならば標本にでもと思ひ、求めんとしたが、似せ物には唖然となっ

た。 形は名の如く砲の如きもので、了度紘色の謀を固めた桜な形である。
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凶悪G百|
山箆より中腹以上の大商積には喬木が生育し、原始林のj伏態を呈してゐ

る。此の森林を椅成してゐるものはトドマツ、アカトド‘マツ、アカエゾマ

ツ等が主左るもので、林下にはネマガリダケがよく生育してゐる。此の森

林は極盛相に濯し、自然枯死の多いものを見た。其れ等陀はサルヲガセが

着生してゐて、 サルヲガセの需に1-1i死したかは疑問とされてゐる。

雄阿皇室岳には登山する事が

出来なかった。詳細は述べな

い事とする。

〈第四国〉部阿寒岳の山量産"'-:/ケ トウ

(よの湖)ら望む原始林の林相

以上は概111替の記述にすぎな

い、唯一回の緩行‘唯一度の

登山では詳細を述べ、る事は不

可能である。友ほ園立公闘で

楠軌掠集は躍禁されるので唯

親祭して予~た事を記したに過

ーぎない。 最後陀阿寒澗と麹藻についての民議をあげて原稿を終る事とする

(ー〉 阿寒ょいと と雄富士に雌富士 乙に澄ました湖水のまへに

二つ友らんだ夫婦山 ちょ いと笑顔を水鏡

(二〉沿島と島の姿もゆかし 松の級か毛主誌の色か

水波に揺る L島のかげ 岸tてや湯げむりほのぼのと

備本稿を記するにあたり、馬民を提供して下さった奥薗君に感謝の意を

表す。

参 考 文 献

天撚紀念物調夜報告 第一軒、第五時

北権道見 物 早坂義雄箸

大日本摘fff.m底究 根本 莞 爾
牧野富太郎ー共著

同 補選 根本 莞爾 踊

大植物闘 鑑 かj 越三千男箸

~ 

F -

a 
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下北山羊歯類目録

性匂ー τコ
1PC 一 慶野正 士

山

本目鍛は主として筆者の採集品に依って纏めたものであるが、向此の外

本J孫織物目銭t亡、下北方産として記載されて居る もの、及び本校の植物標

本でその質在を認めたものを も補充して置いた。しかし調夜は未だ不充分

であり、記載搾れも多々ある事と思ふから、今後の悶好者によって、より

完全なものとされ化事を切望して止まね。

Salviniaceae サシセウモ科

1 Azolla japonica， Franch. ct Sav. ォ、ァヵクキクサ

Osm~ndaceae ゼンマイ科

2 Osmul1da j::.ponica， Thunb. ゼンマイ

Schizaeaceae カニケサ手ヰ

3 Lygodium japonicurn， Sw. カニクサ

(ツyシノプ〉

Gleicheniaceae ウラジロ手ヰ

4 Dicranopteris glauca， Nakai 

5 Dicranopteris dichotorna， Bernh 

クラジロ

コジタ.

Polypodiaceae ノキシノ7'科

6 Aspleniurn incisum Thunb. ラ，ノヲシタe

7 Dryopteris g.landuligera， Christ ノ、 シ コ. シタ.

8 Cyclophorus lingua， Desv ヒ ト ツ ノず

9. Dc叫i川va叫i日liaMaねtr江r允5釘凶ii，Moore ジ ノ フ

10 Diplazi um japonicurn， Bedd シ ケ シ タ'

11 Lemlllaphy 11 um rnicrophyll um Presl 'マ メ ヅ タ

12 Dryopteris acuminata Nakai オz ジ タ'

]3 Leptogramme totta J .Sm. 、、、 ゾ シ タ.

14 Dryopteris decursivo-pinnata QφKuntze グジグジシダ

15 Dryopteris erythrosora O.Kuntze <<: ーー シ タ.

16 Linc1saya orbiculata. 五在ett エタ.クチホングクシタ.

17 Microlepia marginata C.Chr. 二F モ ト シ' タ'
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18 Microlepia strigosa， Presl イ シ ブ1 ク-.r

19 Stenoloma chusana Ching var. tenuifolia， Nemotoホラシノプ

20 Onychium japonicum O.KlIntze タ チ ジ ノ フ

21 Lepisorus Thunbergiallus Ching ノ キ ジ ノ フ9 

22 Phymatopsis hastatum Kitagawa ミヅテや クラ ぷ・ジ

28 Polystichum aCllleatul11 Schott var. japonic1ll11 Christ イノダ
24 PolystichUl11 varium Presl イ タ チ シ ター

25 Pte刈 iumaqllitinul11 Kuhn， var. japonicul11 Nakai ヲ フ ビ?
26 Dryo[Jteris cycadina C.Chr. var. melanolepis Nakaiイプヘプ

27 Pteris l1111Jtifida Puir ヰノモトサク

28 Pteris cretica Linn オホノずノヰノモトサク

29 Pteris quadriaurita Retz. アマグデシダ

30 1司loodwardiaorientalis Sw. コ モ チ シ タ.

31 Notogramme japonica Presl イ ブガネヲ-ク

32 Plagiogyria eruphlebia Mett オホキジノヲ

33 PoJystichum falcatul1l Diels オェヤプゃY;テヅ

34 Diplaziul11 lanceul1l Prcsl J¥ プ ジ ター

35 Dryopteris oligophlebia C.Chr. ヒ メ ワ プ ヒ。

36 Dryoptcris vu.;descens O.Kuntze ナガノJノイタチシタ'

g7 Microlepia pilosella Muore イ ヌ 手/ ター

E8 Polystichlll1l aculeatum Schott var. Ovato-paleaeul1l Kodama 
ツヤナシイノデ

39 Polystichllm ar匂tatumPresl ホソノザ カナヲラヒ.

40 rolysti哩humlepidocaulon J .Sm. )!" リグノV シター

41 Polystichum amabile J.sm カ ナ ワ フ ヒ.

42 Ptilopteris tripteron I-Iayata ジユクモンチ.ジクe

43 Spicalltopsis nipponica Nakai var.japonica Nakai ジ、ヌfシラ
44 Wood ¥¥'ardia japonica Sw オ 、 カ グマ

Ophioglossaceae ハナヤスリ科

45 Botrychium ternatum Sw. アユノ J、ナヲラピ

46 Ophiog.lossum vulgatum L. ->、ナヤ ス Y

参考文献

HINO，1. and. ENDO， S. : List of Vascular Plant Founcl in Miy-

azaki Prefecture. Bull.Miyazki Coll.Agr.For. No. 9， 1937. 

村越三千男:内外槌物原色大岡1trc，1935. 

4咽.町・

B 
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熱河産化石魚の体形表

中 島 茂

ir.1白洲間熱河省産の硬骨淡水魚 Lycopteraの化石標本は内地各地に近年

可t.dJ多〈輸入されたが本校イヒ穆毅室所臓陀か Lるものは化石と Lて稀忙

見る完成模本であるから問鞍室のお許を得て主主ーに紹介する。

〔休 形 表〕

(ー〕 (二)
， '" 

~ ニ 長 〈吻端ー尾鰭先端) 137mm 142mm 

休 長 (全一尾鮪基部) 113 114 

頭 (全 一胸餅基部) 44 (約) 39 (約〕

l攻j (全 一眼前・勝〉 13 ( 1/ ) 10 ( I!) 

日向 車名 長 さ 不明 不明

腹 融合 長 さ 18 23 

27 30 

幅(基部) 23 22 
J;t~ 
鰭 腕数 3本 3本

軟保数 12本 12本

25 29 
尾
鰭 幅 (基部) 19 20 

32 35 

~高(基部) 53 55 
背 晶町玉王 耕{ 数

10本 10本

軟(傑敷 12本 12本

附詑一紙面の都合に依り馬民は抜くととJ.ij:った。

(1938.8. 29.於宮崎高等農林察校動物製叡室〕
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西朝鮮牛山採集記

農三帆足準之助

1 は L がき

昭和十一年並びに十二年夏季蹄省中の短期間を利用して行った採集K依

り得?とる結果を護表し、未だ朝鮮を知らざる人の会考に供したいと思ふ。

然しながら西朝鮮は一般陀米調査の地多〈、限られた特殊の地域に就いて

のみ研究されつ Lある現欣である。従って採集せられたる動物は殆んE未

知のもので‘叉昆虫に於ても同様である。喰果樹の害虫(?北地はJ苧果む産

地である)のみが不完全ながら研究されてゐるlて過ぎ主主いo"MOて不明なる

もの、或ひは米記鋒のもの多く、今後の研究陀持うととろが少く友い。

今回の採集は昆虫中村ーに ，1fq~麹類‘鱗麹類tて重きを置いた矯め、 一方に

偏した極一部のもののみより知る事が出来なかったが他のものはいづれJく

の機合に報告する事とする。

備本稿を草する陀常れ常に御指導を給はりし中島先生及び先輩諸兄陀

感謝の意を表すると共に‘貴重注る文献を貸興せられ叉多大の御援助~興

へられた白水隆氏、級友足国師一.菊池誠雨君K謝意を表す。

2採集の概況

採集の目的地牛山 (u一回n)は‘梅抜約5COmの岩山で.西鮮第一の大

F ， 

河、大洞江の沿岸tてあり、銀南浦府より三塁ばかり離れた底にあるo ltC 

街より約一星学ばかり行けば、路はやがて大澗江の支流三和111(河幅約

600m) IZ: tHる。 ととより潟地を縦断する堤防を停って行く。附近の土壌

は吉正褐色の重粘土で.Jltlllは河口近くにあるため.海水の影響を受け流水 c 

は多少臨分を含有してゐるo i~文化と ~IC~二育する植物は少数で、アシ (p-

hragmites communis，L.)及びシチメシサウ (Suaedajaponica， mak-

ino) ( ?)，其他二、三の菊科植物を見るに過ぎ主主い。従って此の附近t仁摩

する昆虫も少数で.vE.土上及ぴ堤防の上tて、 Cicipdela nivicincta Chev-
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rolat (シロヘリハンメウ)， Aselepios coreanus Esaki，を多産ナる以

外は、ザウムシ科、膜麹類‘直麹類、腕趨類の数種を産するf亡過ぎない。

上記の Asdepioscoreanus E問 kiは泥土上の窪に盛れる水上舵多数

群棲して居り容易に採集出来るc本種は朝鮮では忠清南道安眠島以外の産

地は未だ知られて居ないゃうであるが止[:の附近には相詣康〈分布して居る

ものと思はれる=

堤防を過ぎれば‘道は柏々砂勝ち友平坦地を通過し、左右には架‘棉.

ゴ、マ等のl富があり蕗々に!j、さえ「池が結在して居る。 ζれらの池tcは.ゲン

ゴラ、ウ、ハイイロゲンゴラウ、ヒメグンゴラウ、シマグンゴラウ‘ガムシ

オホミヅスマシ‘ミヅスマシ、グイコウチ、マツモムシ、ミヅカマキリ、

ミヅムシ共他時蛤類の幼虫.仙のj服趨類‘健麹類の幼虫が登見される。

畑地のゴマの花陀はミヤマカ ラスアグハ、カラスアグハ‘クロアグハ、

アゲハ、キアゲハが集p、路傍にはモシシロテ 7，テウセンモシシロ テフ、

シータテハ、キタテハ等の鱗遡類を産し映趨頴も比較的多い。叉架畠の上

をホソヲテフが滑麹する。

此の2[':坦a道はやがて小石まぢりの山道と主主り道にそって渓流があP、

道は失第に念勾配となる。との附近よりijtri趨類が其の散を増しコガネムク

科、ハムシ科のもの多〈、叉ハンメウ手+l'Lmするものではコウ ライコ エハ
ハンメウ.ホソハン メウ、ム ラサキハンメウ等を採集する事が出来る。

7](挫の[虫糞には糞虫多くマシシウチヤパネマグソグイコク(1)を一頭

得た。叉エンマムシ、ハネカクシ類も数種採集したが何れも不明である。

との附近から上方忙登るに従ひ種 々の樹木が共の教を増し森林を形成す

る。樹木の大部分は赤松で‘共の中tて築‘柏等が混在し、路tては落葉松、

盟、柳などの木が殺植されて居る。此の拠樹よりクピアカツヤカミキ リ主主

頭を得た。叉柳の7吉本にてウスバカミキ lJが採集せられる。以上のもの以

外には特陀策をひくものはなく、ハムシ科の鼠種のものを褒見し得るに過

ぎ友いo ~~~頬もそ の伽i休教は比較的多いが.共の種類少〈ヂヤノメテフ、

ツマジロウラヂヤノメ、スデグロテフ、 グイワンモンシロテフ、コミスヂ

等である。此の附近の雑草の葉上には小型の牟麹類多し叉梨樹にはキタ
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チノ、ゴロモ‘テウセンミンミン等比般的多〈容易に採集される。

樹林をねけると突然周閣の景色は 一饗し大き友岩石が各庭に貼在し木本

は全く赤松のみと友り、禾本手:[及び縦形;PI"([)他物が多 〈見受けられる。と

とには!j、型のi予虫多く 、ハムシ‘オトシプミ.ハナカミキリ 1t.eを採集す

るととが/"1-¥来る。然しながら他のf;.Hc属するものは目立って其C散を減じ

鱗麹類は?カボシゴマグラ‘オホウラギンヘウモン、 メスグロヘウモン等

を産するに過ぎ主主い。

か LるJIJ¥態の庭が七合目附近まで続き、それよ り上は111告んど紫石のみで

岩の割れ目にイワヒパが自生して居る以外は純物も左足く、従ってμ虫は皆

無といってもよい有様である。但し頂上には多少雑草がありキヲピカミキ

リ、 アカハナカミキリ 等天牛手;1のものを採ると とが出来る。 叉シジミテフ

科のもの数種を産し‘時t亡、キアグハ、カラスアケパ1i:どが飛来するu

以上で大休牛山陀於ける採集を麓より 山]頁忙到るまで順を迫ふて、其の

大略を記したのであるが、僅か数回の採集しか行ふととが出来す=全体の極

〈一部しか*1:明せす;今後に符っととろ大であるが、以下首地に於ける採集

品の内、 *1;明せるものを列悲して諸兄の参考に供したいと思ふ。幾分なり

とも御参考と友れば幸である。

向ζの中には筆者不在中、 家人に依損して採集せるものも含んで居る。

3 鎮南浦府附近見虫目銭 U ~ のー〉

( 1 )鞘麹目

( 1) ./、ンメク科

Cicindela hybr" da hamipasciata 1三olbe

Cicindela gracilis Pallas 

Cicinde la nivicincta Cheviυlat 

カクライコユノ、ノ、ンメク

ホソノ、ンメ ク

シロ ヘ リノ、ンメク

Cicindela hybrida nitida dichtensteinムラタ・ キノ、ン メ ク

( 2 ) ヲテムジ科

Dolichus halensis Schallcr セアカコ.ミムジ



Chlaenius nacvi;;er Morawitz 

PterostichllS fortis Morawitz 

CaralコustllbcrClllatlls Fischer 

Chlaeni llS piCtllS Challdoir 

PheropsophllS jessoensis Morawitz 

Searites slllcatus Olivier 

Galerita japonica Bates 

( 3 ) グンプラク科

Cy bister japonicus Sharp 

Hydaticus bowringi Clark 

Rhantus pulversus Stephens 

Eretes sticticus LinnaellS 

( 4 )ガムシ科

Hydrous acuminatus lVIotschulsky 

(り ミズスマシ科

Dinelltes marginatus Sharp 

Gyrinlls curtus 1VIυtschulsky 

( 6 ) アンタクムシ科

Propylaea japonica Thunberg 
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アトホシコーミムジ

オホ ナ j/ゴミムジ

セアカヲタ・ムシ

オホアト，~.シコやミムシ

ミヰデ"-子 コ。ミムシ

オホヘクタンプ ミムシ

クピホソコやミムシ

グンゴラヲ

ジマグンゴラ"7

ヒ ・メグンプラタ

J、イイログンゴラク

メf よ‘ る〆

オホミグスマジ

グスマジ

ヒメカメノコアンタ ク

E pilachna vigintioctomac ulata lVIotschu lsky 

ニジブヤホシアシタ ク
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Chilocorus rubicllls Hope 

( 7 ) コメツキムシ科

Lacon binoclulus lVIotschulsky 

アユノタクム ジ

カメノ コテン タ ク

ヒメアカ本シアンタヲ

アカポシアンタタ

ターピキコソ
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Pectocera fortunei Candeze 

( 8 )ホタ ノV 科

Luciola lateralis Motschulslザ

Rhagonycha japonica Kiesenwettel" 

Athemus suturellus Mutschulsky 

( 9) -'、ムジ科
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Agelastica caerulea Baly 

Cerettia nigi.-ipel1nis MotschuJsky 

ヒ クf コメツキ

ヘイケボタノV

ヒ メジヤタカ イ

ジヤタカイポン

ヤナギ J、ムジ

;V 9 ...、ムジ

ノ、ンノキノ、ムジ

クロ クリ J、ムジ

Lema decempunctata Gebler トホ シク ピホ y-，、ムジ

Plagiodera versicolora distincta Baly ヤナギノV 'J ...、ムジ

MeJasoma populi Linnaeus ドロノキ ρ ムシ

Chrysomela aurichalcea Mannerheim ヨモギ J、ムシ

Clytra laeviusc ula Ratzeburg ヨツポシヲ・ IV-'、ム ジ

Aspidomorpha difformis Motschulsky ヂ レガサ川ムシ

Phyllotreta vittata Fabriciu6 キス チ・ ノミ J、ムシ

Oides decempul1ct誌taBillberg 、ホ y セマルオホ ρ ムジ

Phaeclon br・assicaeBaly ダイコンナノレノ、 ムジ

Rhadinosa nigrocyanea Motschulsky カヤノ ト グ トグ

(10) カミキ Yムシ科

Xylotrechus chinensis Chevrolat 

Thyestilla gebleri Faldcrmann 

ト ラフカ ミ キリ

アヲ・ カミキリ

Purpuricenus ljturatus ritsemai Villarcl モンクロペニカミキ Y

Leptura sncceclanea Lewis 

Polyzonus fasciatus .B'abricius 

l.)hytoecia mfiventris gant 

アカノ、 ナカミキリ

キオピカミキリ

キクスイカミキ Y
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Chleunoma fortunei Thomson ルリカミキリ

Chlorophorlls motschlllskyi Ganglbauerク ロトラカミキ y

Aromia cyanicornis rupicoJ lis Bates 

Apriona rugicollis Chevrolat 

Megopis sinica White 

Asemum punctulatum Blessig 

(11) ザクピムシ科

タ.ピアカツヤカミキソ

クノ、プJ ミキソ

クスノ，~ }1ミキソ

マノVクピヒラタカミ キソ

Lixus acutipenrus Roelofs -'、スチ'カツ ヲーずクムジ

Cryptorrhynchus lapathi Linnaeus ヤナギシリジロ ーずクム ジ

Baris reinii Roelofs シロ ホシヒメザ、ク ムシ

(12) グJ、ガタムシ科

E urytrachel us rectlls Motschlllsky クハガタムシ

E llrytrachel us platymelus Rauvdel・5 ヒラタク J、カ。 タ

E llrytrachellls striatipennis Motschulskyスデクハガタ

Psaliclorem llS inclinatus Motschulsky ノコ ギ リク ρ ガタ

Lllcanus maclllifemoratlls motschulskyミヤコグ J、ヵ・ タ

(13) コガネ ムシ科

Oxycetonia j uc unda [，'a ldermann コアヲノ、ナムグ?ソ

本積に は、多数の異常型があり、基本型にまぢ りて採 J~ さ れ

るO

1 Oxycetonia jllcunda Fald. ab. dolens Rraatz 

2 " Var. fcrruginosa Reitter 

3 Oxycetonia jllcllncla Fald. ab. bcliae Gory ct Pcrchcron 

Grycyphana fulvistemma Motschulsky ク ロ J、ナムグソ

Liocala brevitarsis Lcwis Var. seulcnsis Kolbc 

アクセ y ジラホジノ、ナムク~ 'J 

Lasiatrichius sllccinctus Pallas アクセンヒメトラノ、ナムク.')
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Phileurus Chinensis Faldermann 

Xylotrupes dichotomus Linnaeus 

Holotrichia morosa羽Taterhouse

Melolontha japonica Burmeister 

Melolontha仕aterArrow 

Melolontha Chinensis Guirin 

Mimela splendens Gyllenhal 

コカフ事トムジ

カフ'トムシ

オホグロコガネ

コアキコ j/， ネ

オホコフキコガネ

シナコフキコカ。ネ

コガ ネム ジ

Anomala octiescostata Bnrmeister ヒラタアヲコカ。ネ

Popilia uchiclai Niijima et Kinoshita クチダマメコガネ

Popilia indigonacea Motschulsky ノv 9 -?メヨガネ

Autoserica japonica Motschulsky アカピロクトF ヨガネ

Serica 01允ntalisMotschnlslマ ピロクドコカ'オ・

Onthophaglls Sp. -<rンシクチヤバーネマク・Y ターイコグ

カ 1"マノV マグソコガ.ネe
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Scarabaens sacer Linnaeus Var. Peregrinus Kolbe 

ノコギリヒクタココザネ

Aphoclins soIskyi Harold 

(14) エンマムジ科

Hister jekeli Marsenl 

( 2 )鱗 麹 自

( 1 ) アグノ、テブ科
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Papilio b時 間 rjaponica Blltler カ ア .A アグ J、

Scricinus te !amon Koreana Fixsen オt ソ ヲ ノ.:r フ

Papilio xnthns Linllaeus ア グ J、

Papilio Machaon Linnaeus キ ア グ J、

( 2 ) ジロテフ科

Pieris l'apie Linllaeus 毛 ユノ シ ロ プ ア

Pieris melete Menetries ス チ. グタ ロ プ プ

E urema hecabe Linnaeus キ プ フ

Colias hyale poliographus Motschulskyモ ン キ プ ア

Pieris caniJia Sparrman 

Leucochlae daplidice Linnaeus 

( 3 )タアノ、テ ァ 科

タイヲン毛ンシロアフ

アプセンジロアア

Vanessa canace llo-japonica Siebold JV グタア J、

Apatnra ilia snbstituta Blltler コムラサキ

Pyrameis carc1ui japonica Stichel 

Palygonia C-anrem Lil1naeus 

ヒメア カタアノ、

ヨF タ プ J、

Vanessa xanthomelas japonica Stichelヒオ 1: ジアフ

Polygonia C-albnm hamigere Butler ジ

Neptis philyra excellens Butler 

Neptis hylas intermec1ia Pryer ::z 

タ アノ、

ス チ テフ

ス ヂ

Limenites sibylla japonica menetr允5 イチモンクアフ

Argynllis nerippe .Felcler オ ホ クラ ギシヘクモン

Argynuis ac1ippe pallescens Bntter クラ ギ ン ヘ クモン

Argynllis sa，;-ana Donblec1ay メ スグロ ヘ クモン

Hestina assimilis Linnaeus アカ ホ シゴマ タ'ラ

( 4 ) ジヤ ノメテ ア科
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Pararge deidamia EVersmann ヅマジロクラジヤノメ

Satyrus clryas bipunclatus Motschulskyジヤノメアフ

ヒカグアフLethe sicelis Hewitson 

Mycalesis francisca percliccas Hewitsonゴジヤノメ

ヒメジヤノメMycalesis gotama Moore 

( 5 )シジミアプ科

Lycaena argus Linnaeus 

附記

Cnidocampa flavescens Wall三er

Samia cynthia pryeri Butler 

c 

ジ 乙F プ プ

‘' 
イ メfア

シンジユサン

Malacosoma nellstria testacea Motschulsky 

Dendrolim llS spectabilis B utler 

( 3 )有 E却 業買

A 異麹亜目

( 1 )カメムシ科

Dolyeoris baccarum LinnaellS 

E urydema rugosa Motschulslザ

Ensarevris veutralis vVestwood 

Nezara antennata Scatt 

Aelia Fieberi Scott 
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( 3) -y・ジガメ科

Sphedanolestes impressicollis Stael 

オピ力レ J、

マヅカ νJ、

プチヒグカメムジ

ナ メf メ

シラホシカ メ ムシ

アヲグ-y・カメムシ

クコf ラカメムシ
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ヒグナガカメムシ

モンシロナガやカメムシ

シマカシカ.メ
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( 5 ) タイ コ クチ科

Laccotrephes japsneusis Scott 

Ranatra chineusis Mayr 

省

( 6 ) マ ヅ モ ムジ科

Notonecta trigutlata Matschulsky 

( 7 )ミ グムシ科

Sigara distanti Kirkaldy 

B 同麹亜 日

( 1) セ キヰ

Oneotympana coreana Kato 
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( 3 ) ヨ コ ノずイ科

Cicadella ferruginea FabriCius 

Ledra anditruraもiVallぽr

Nephotettix bipunctatus cincticeps Uhler 

Cicad ula fasciifrons St辻l

Cicadula Masatonis Matsu1l1ura 

( 4 ) アングスケバ科

Dictyophara patruelis Stal 
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ア メ オぞン〆

タイ コ クチ

ミ ヅアカマ キリ

マヅ モ ム シ

ー句、、 グ ジよ‘

ア タセ ンミンミシ

マヅ アヲフ キ

ヅマク・ロ方ホヨ コノずヒ

崎、、 :ゾ ク

ヅ マク・ロ ヨコノf ヒ

フタアンヨコパ・ヒ

ヨヅアンヨコノf ヒ

アンダタスケ，，~
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( 5 ) ヒジクンカ科

Oliarus guadricinctus Mabumura ョス デ ヒシタンカ

( 6 )ノ、ゴロモ科

Ricania taeniata Stael ヒメペツカク ρ ゴロ毛

C カイガラム・ン科

Phenacoccus pergandei CockereJ 1 オホヲタカイブfラモドキ

其他多数産すれぜも極名不詳

附記

Megalotomus eostalis Stael 

Limois kikuchii Kato 

キバ~)ヘリカメムジ

キクチ J、コ。ロモ

参考文献

被江元吉:李氏日本及朝鮮&¥1麹類，

主1;物療雑誌、 Vo1.1v， No. 47， 1892 

土居寛I腸 朝鮮産蝶類目鋒3 朝鮮誌報，11月蹴， ]919 

高橋 奨 :昆虫分布tて閲 rる霊直的視察、昆虫世界Vo1.xx1v， 1920 

土居寛，1場鳳9~~及資鳳~.!l'iの食草花就て，
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岡本牛次郎:帆ffl:(:の昆虫相K就て，朝鮮博物署員合諦蹴集， U'}一輯 1924
松岡良弘 朝鮮の蝶 Zephyrus，Vo1. 2. No. 3， 1930 

粛藤考磁 ー朝鮮に於ける主要森林容虫，
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厚生閣:原色日本昆虫園 鑑， 1 9~3 

石賢 明 ー白頭山地方箆蝶類採集言E" Zephyrus. Vo1. V， No. 4， 1934 

山川獄 ・原色蛾類園，]936 
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植物と日本人

日 野 巌

日本人ほE縞物を熱愛する闘民はあるまい。寸絵の土地さへ主主い随巷の

弊屋でも‘宅EJ柑箱陀土を盛り植物を植えて小さい自然を柴 しんでゐる。四

季折Aのうつりかはりにも‘ 植物t亡心を寄せて感懐にふけってゐる。年中

行事にも亦舷物を添へるととを忘れない。日本人ほど‘ 自然を友とL‘自

黙の心を解するものは他にはないやうに思ふ。

日本の特色ある布{(物相は日本人の精神生活に深い影響を奥へ てゐる。環

境が人間性を作る ζ とは古くから言ひ傍へられて居るが、吾kの周囲を濃

厚に取り傘いてゐる自然、殊fて:植物相は疑もt.r:<無意識のうちに大きく作

用してゐるわけである。

日本の植物相を眺めてみて.先づ祭づくととは其の何とも言へぬ暖か味

である。叉、和やかさである。日本の植物景観U熱帯的であると とは‘ 楠

物患者のひとしく認めるととろであって、 蹴酬のそれと比較して著しいー差

異が認め られるo陥洲の森林は直幹の林立した幾何隼的森林であって、何

と主主〈淋しさを感じ、巌めしさを感やる。日本の森林では、北街道の北地

唱 さへも、ツタ‘イハガラしサルナシ‘ノ ブドウ等の蔓性植物が趨絡して

遠方は透明し得ないし‘叉‘ i昨7診にも鑓化があって、何とえ工く暖かlJ1cを感

歩る。 種類的花見ても、北海道でさヘサカキ、=ガキ.サンセウ、サル ト

リイパラ、クロモジ‘カラスピシヤク、ミヅスギ等があり‘何とえ主〈南方

風景を偲ばしめる。 i諮類の如き着生植物も、水戸附ー近でさへ見られるし‘

薬上誕~(J-Jは仙蓋附近まで分布 してゐる。板根の設建なども亦著しいものが

あり‘九ナIHては熱精分子とも言ふべきヤツコサウやカハゴケサウ科縞物さ

〈存在してゐる。斯の如き景観は熱帯ならは・いざ知らす"敵i9iiお:どではと

ても見られね現象である。

新の股ぃ植物相のうちK寒地的の植物分子が協調的陀混在してゐるのも

商白い事買であらう。伊勢市(1宮の御話111苑陀はチヤウジサウやモンゴリ ナラ
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が自生してゐる。若丹闘境の若葉山(2000尺)にはヒモカヅラやイワテハグ

ザホやクロソヨゴの如き高山他物が自生してゐる。植物景観が熱帯的であ

るの陀係らや‘寒地性櫛物が之に混入してゐるのは、府市rll的に見ても頗る

興味があ り、日本の闘民性の包容性の大きいのにも較べ得ゃう。

日本の植物の豊富さは世界I'Cも比類が主主い。 高等植物の種類だけでも約

6000種あP、ζん主主小西新にとれほど多数の植物の種類を包有してゐるの

は驚却に値する。しかも .その種類中にはヤマザクラ、ツパキ、ヤツデ、

ソテツ.カツラ等.日本特有の他物が頗る多いのであるから.i並界的驚異

であらう。 ζの事質も 日本図民性と思ひ合せると津々たる興味が濁〈。ナ

べてに盟かえ主閥、特色t亡満ちた図。

イテフは支那にもあるが‘日本にも残存してゐるコとの植物は{朱羅紀頃!

から出現した純物で‘外闘で・は凱;に亡んで‘しまったのに日本には未te:1'C残

ってゐる。筒.イテフの一風縫った乏の姿は現代的主主総物の形相では友〈

古代植物の形相である。植物で、は友いが.mt物でもハンザキ~どは外閣で

は亡ぴたが、未だt亡日本fζは残ってゐる。前11たがらの古き園なるも宜主主る

哉。

とれらの植物相は直接に間接K我々の精神生活に影響Lてゐる。日本の

布f(物が氷河の事長襲を受けなかったのも一一部分的氷河は勿論あったが一一

外冠K患されなかった闘情と合せ考へてみると興味がある。

布I(物陀惑まれた日本人は植物を愛好する鮪では他に比を見えにい。庭を好

むから調立の家に住む。肱米人の如きアパート生活ーは性情に於て通しない

のであら う。伽巷の貧人と問主も箱に土を盛り花を植えるととを忘れ1j:いo

家に入れば‘盛花あれ生花あれ常に植物t亡親しんでゐる。盆栽の如き

も日本I'C於て猫特の殻建を示し?と。 盆栽道は‘小さい鉢に大自然を模し移

して之を通じて自然を想ひ大自然に親しむのである。決して、 崎形を玩ぶ

でのは主主い。寸官会の鉢から偉大なる大自然を想像して、之に親しむのであ

る。

世I'C詣でても寺を訪れても至る所に瞥蒼たる森があるoE大主主樹陀は七
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五三蹴が張P廻 らしてある。紳と人との心ゆくばかりの接鮪は霊祭殿なる植

物あって乙そ、はじめて圭きを得るのである。純物K親しみ帯含洋人輩。

企て及ばざる境地である。

わが閣を訪れた外人たちは、わが図を呼んで、 F紘の王闘 Fと言った。と

れも至言であらう。 豊かえ工事と木tて笹はれた図土。砂漠もえとく、不毛荒地

もない。平和友色級に塗られた主義土。そとにはー君;弱民む理想郷がある。

日本人の姓名には植物にちf.kむものが少くないゅ東京在住東大農接部出

身者708名K就いて調べてみると‘植物化関係、のある姓は 116名もあるが

動物花関係あるものは僅か忙10名である。叉、南那珂郡稲島高等女原校卒

業生339名に就いて植物に閥係ある名を有するものを調ぺて見ると24名あ

ったが、動物にちゑむものは僅かに6名で、あった。日本人が値物に親しみ

深いととがわかる。

家紋も亦楠物花関係あるものが多い。家紋は、景行天皇の御代.天皇が

束闘を巡狩せられた折‘ 盤鹿六雁がif，j中で白蛤を得たので之を柏葉に盛っ

て献上すると、天皇は之を嘉せられ臨:臣の姓を賜はったので柏を家の紋章

としたのである。とれが家紋の由来であるが、柏葉t亡?i，くいで巴が古いやう

である。兎t亡角、最初の家紋は植物でゐった。繭井高次郎氏の著家紋の研

ラrUc載ってゐる紋:219中.植物花関係あるものは652 ，文;f~~280、器財236、

動物135で積物陀閲したものが最も多い。畏く も皇室の御紋章は菊花であ

るが、 ζの菊は日向の海岸に多いノデギク1DW1化したものである。菊科の

植物はht.物製上からも最も進歩したものの一つであって、 ζの黙からも偶

然な らぬ誇と菩を感やる。植物観的tて進歩したものとして他に蘭科と天南

星科があるが.との蘭は滅扮|閥皇室む御紋章となってゐるのが嬉しい。蹴

米の紋章は多くは動物であって、 鷲、獅子.象、 蛇.龍などがある。動物

は猛的で、日本の紋章の如き優美さは友い。とれも園民性の相違であらう

国花はその図民の精神の標徴であるa 日本ではヤマザクラである。本居

宣長が 「敷島の大和心を人間はば朝日に勾ふ山桜花」と歌ったのはとのヤ

マザクラであって、染井吉野では友い。染井吉野は朝鮮情ナ1'11急ーの原産であ
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って.華やかさはあるが祭高さが友い。現在‘楼と云へば染井吉野と考へ

て、之を無茶苦茶に植栽するのは。i古ないととである。歌書よ Pも軍書陀哀

しき吉野山はヤマザクラで前iられてゐる。ヤマザクラなればとそ、南朝の

忠臣の哀史も美しき背景を持ち得るのである。

パラは英園の関花であるが.~採蘭は翻を 、愛蘭は白ツ F グサを ‘ウエー

ルスは韮を闘花としてゐる。 d;r;逸は矢E停車5、倒閣は苔合と花菖荷、伊閣は

甜t菊 ‘ 西班牙は柘階 、 波斯はチューリップ、挨及は蓮、印度は~p.架である

支那はもと牡列であったが‘近頃は梅を闘花と してゐるやろであるロ満加|

閣は主食物たる高梁である。それぞれ、優越性を設〈ぺき材料はあらう と

思ふが、やは bヤマザグラが最も努{品が高いやうに思はれる。

年中行事にも植物は紙くべからざる要素となってゐる。疋月『ては元旦を

1日ふために松が立てられる。竹や梅も添えられる。床飾り Kも昆布や代k

が使はれる。 二月の節分1'Cr.t柊が門に掃される。三月比なると挑む節句が

ある。 端午のilí句には菖f摘が必要である。~陽には菊が必要である。名月

にも栗名局、芋名月がある。やがて年も暮れる時‘鬼やらひがあり、桃D

弓と芦の常Jが伎はれる。

外闘でも之に類した風習があるが、やはり日本がその問。主であらう。ク

リスマスには悌閣ではヤドキリを用ひるcが、 ζの風Tfは東洋人種たるゴ

ール人の遺風と揺してゐる。五月一日には幸踊の鈴蘭とて、市人が鈴蘭を

競う て購ふ風がある。聖母月Kは花を捧げる祭もある。例:し、日本のやう

な標徴的立総物利用は決して見られ左足い。

食品にも植物にち;Ij:むものが砂〈泣い。牡丹餅‘荻の制:、松風、紅梅焼

椿餅、撫子在井売主どがあるoi:EI葉で包んだ柏餅、楼葉で包んだ機ff)!:-笹葉で

包んだチマキなども趣がわる。

酒にも菊酒‘ 菖蒲酒、忍冬摘がある。市販の商品名にも棲正宗.菊E宗

創菱などがある。床しい飲料であらう。動物名を月jひて蚊酒左Eと言へば

特殊の飲料としてのみ用ひられる。

俳t亡笹葉を添へたり、刺身f亡掬~を添へるのも商白い。牡丹餅~贈るに
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は古ー』雷雨うそを敷いたものである。

‘ ~.%柴 tては花札がある。花札は交政頃か ら流行したものであって、古来D

貝合せが艶形して西洋のト ランプを加味したものと思ふが、如何にも優美

であるc

~ 

こ昔の~技tては草合がある。平安朝頃から始ったもので京洛の真木珍草を

集めて庭に植えその優劣を競ふたものであるが.殴米には例の主主い競技で

あらう。生花は天太玉命が天香久山花榊を採 り挿されたのに始まるといふ

が、之も平安朝時代から盛になった。日本調特の!球を持つものであらう。

文墜にも詩歌十ても植物は快くべからざる題材であった。泌氏物語もその

節に植物の名を用ひて居り、その叙景にも継物は大事1主役制をつとめてゐ

る。

武張った武装Kも優しい花の名が用ひられて居る。 IJ、観威、卯の花成.

菊穣、杏葉.草摺1iど武士のi官を語るKふさわしい。

斯くのタ1<、日本人の催物t亡霊Jする感情は著しいものがある。生を享け

てから眼をつぶるまで.壁富主主和やか友植物的努園祭陀包まれてゐる我々

は本営陀よく植物を理解し植物を友としてゐるのである。我々は他物によ

って心情を美しく培はれてゐるのである。美しい閲土、美しい自然に恵ま

れたる我々日本人はとの無言の恩患に感謝を忘れては友らえ主い。
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宮崎リンネ舎

りン4、合の最近の傾向が若l( 革連イ1: (，て来た司王は等~生言者 11e には周知のヰ・と思ふ。. 
tì(，p:赤のリ Y 'Ì、合は甚だ ι 〈沈 l~lf ら L て居た。其の原1mはL~~一般の研究心の貧困

による Lのと考へられた。而 Lて自然科卒の翠校でありながら、 i県生の科撃的童文号室

の低し 守山~:tのー悶主恩はれたのである。主主民主て・否人等はリンヰ合、延いては等生

一般の!肝究心娠起の鏡、立たざるル符なかった。先づ一つ葉砂丘生物の共同研究ら

提唱L、生物研究の動機や奥へた。

次に伊j合、 談話令の色彩ル答委託的なら L める事に努め、ij'~り生物l}.~のみならず一

般科阜の理論、哲塁手等の問題らJI正扱ふに至ったのである。其民主に於ては否人生事は拐

殺原理と Lて科.11手主義ιり文化主義iて迄i'J主主ぜん4Ji・込探勝じた。か (tD ~n き行き方

に就いて非維の!If:少からざるら知!ってゐる。Lかι一段高き斑l屯!ら掲げてとそ進歩

があると信ずる。否人等;L{.I:生が互に-Q.リ主主琢[$J}(，て理想fl.ffi求ずる4=f:に務徒の生活が

ある。 若人等の前訟にはまたまた・茨の逃が絞ぃ.てゐる様f:'。ιかL心、ある同志諸君

の協力や符て濯屯!の伐にfi鳴って行〈つもりである。之とそ科与の徒の使命であると

信ずるから。

第 6 8困例曾

昭和 13 51~ 1 月 24 日、於校友合品i・

1. 北朝鮮のIJ、形へウモンテウ AI 池 問調

浮山の録名が並んだので嫌ら研究Lて居ない者には少t興味在a火〈鮎がある。

大体北部朝鮮の高地建のへウモン好i約10種につれ産地研究史の併設があったo

F カヰへウモ y 、ミヤケヘウモ Y~は特に注目すべき穏である 。

2.科lf主主採偵小説 A2 茶木君

探偵小説の分類ιり設告、探偵小訟の郁成要表、 l祉合的利主主.:ilH::利。訟との関係

にまで言及Lた。本合と Lては毛色の喜重った話て¥民主セに茶木立!一流のユーモアら

交へ . 肩のとらぬ興味深い L のでわった。同君の探偵小説研究は定~~;があるが L 此

の研究に今少(， ( tl.lJ主的論理ル力日へ、系統立てるl]1ーが必要て・は無からうか。

3‘プ三科務者パy、ツ ーJレ 日!I!:}先生

先生の微生物5ff究奥の総義に於けるパスツ -1レの諸に多大の感銘t.l?符たので‘勝

におøひ L て彼の主Eimt~話 L て頂いた。 一位の大科卒者、烈々たる季I l;~的将i跡に燃

，.. 

.# 

. 
‘3 
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える彼の集慢とそ、否人等が最 bffi:敬仁、叉否人等が持たぬばならぬ Lのである。

第 2回生物思座談曾

昭和13年三月 10日 於校友合舘

主題 'F1引率先生に問<" 

宮様先生ら悶んで皆が色なの質問らLて、先生にお苓ねじた。先生は深い事識11-

l生銘されて E 一骨質問に丁寧な説l切るLて下さった。講義毒事に見られ無ν意義があ

ったと思ふ。 省夜は羊歯の叉生紫‘植物分類の根本、植物の崎形、斑葉植物.号事が

話題ξなった。

出席者世「深先生三輪先生 松原先生中島先生早l除先生吉江先生

員包先生

A2 宮野徳永康!llj. 帆足見回

F2 嶺 松浦大谷仲宗根

AI 中山大倉近木池間

FI 上回

21 小田 1m~接

畢術窮糞展覧曾

昭和13年2月14日-19日 於図書館

多数の作品が出品され、 Lかも:Jitの優秀なる Lのは重芸術的償fi[tc於ても径め，て高

い水準にある Lので、甚だ好成綾であった。 挙手査の結果次の詩作品が特選とな習、

各骨シャー 70~ V シル在授賞 L た。

l持遺作品.にほひゆり

おほまつι沙(.~ 

南瓜の仮設生初期

冷床育苗

ιょうる

うらぎんへう Lん

女郎蜘妹

第 6 9 団組曾

昭和13年4月21日 於校友合館

吉江先生

F2 中宗根芋i-

松原先生

早止な先生

A3 竹岡 沼

F2 奥 村 君

同

新入生歓迎の鈴紙、合在倒〈。出席者[-80名告書の盛合であった。特に新入生諸君の銭
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に日 I旬ゎ生物紹介 ξ 採集案内耳i?I'H命ん t~.。

1，闘と@:趨類 A2 池4 図 君

2、蝶の採集について A3 徳永沼

ム青井岳の~菌類 F3 奥村君
1、

4‘日向のノ、〆メウ寧ト A3 帆足君

ム日向の蜂‘歩行虫と蛾鈴 A2 近木君

ふ日向の羊抱類 A3 rfti 野菜1・

7、日向の鳥 F3 松浦君

ふ日向の蝶 A3 議 池 君'

仏日向の植物 F3 仲宗根君

10‘挨 拶 井上先生

令長、幹事の改選あり。次の如〈決定す。

合長 北 F込先生

幹事 日野先生

務主側幹事は異動無L。

第 7 0 回 例曾

昭和 13 ~ド5 月 19 日 於佼友合倣

l‘原始林に就て F3 宮 川 君

ま監林上に於けるE吉弘林の生態的芯議ι!J¥ 'tN!'!il林思想、自然主義造林鈴:の服用上

I. !h叉純科255上ιり興味深奇話題であった。 LかLもう少L系統立て t話される

と良い主考へた。

2、植物と光線の問題 松原先生

19t!!:純の泣偲謬l時代£り20世紀の生態思時代への植物生理上、特に光線との閥係

につき迦光F宇都重要な問題'd'併設された。そ Lて之当事の研究は更に全体主義組!論の

下に研究さるべき 4}i:1，j，.指摘された。生物与に於ける途飽~!:ι り生態事への純化は、

籾り生物与のみならす一般思?包1界κ及ぼLたJo響は大きれ此の鮎まで言及される

事力雷雲ま Lかった。

丸自然、科与さ主人生 池 端先生

者宿池端先生が校内事合にて話される奈は恐ら〈未曾有の快I:/;:て¥本令のヒ ット

てあらう。先生はギリシヤの哲平!.!1説き起し各1YJの哲皐的薄懲に平易な解説
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ら力目へつい中世近1止の~~:h 特に カ Y ト哲阜の窓義与論じ い ι ぃ ι科事の問題

に入らんと tf=.が.時問委主〈彩った事は先生始め出席者諸君1<;:深〈 陳謝するlfrであ

る。

か t る哲息的問題の]反扱 l亡っき賛否溺論詰々たる ものあるが、哲~!.，的手土誌 に欠け

る所多き専門夢生にとりて、大なる塁手量定的意義があると信ずる。哲与は蕗科与の基

礎であり、人生の指標て・ある。とにか〈此の講演はリ〆4・令史上にーつの道線ら立

てたもの正言へ五う。

霧島大採集曾

此哩ン採集合は鹿児島高良博物同志合との合同主催の下l亡怒行ぜられ、本年になっ

て二回目である。か tる催t1ei通じて、 f也授との親睦ら青|り、一方採集に研究l亡、

各骨の意見ら交換 L て互の知識の j(j主主に努める事は誠に有意義な~F と言ばねばなら

ぬ。本年の参加者は日野先生‘迷政先生以下計四十四名で、英の牧獲もなかなか多

〈近〈 其の愛表ル見るでえらう。

五月二十八日、土限午前ιり雨気味て危ぶまれたが、鹿児島と打合の結果決行

主決す。午後一時、 総貝校門前集合、パスニ廷にうã'"3f~tて高1湖、都披在経て闘の毘

臥穴る見事。此の頃空輸、々晴る。主i'Jt[.，霧烏niT/1宮に参手平、午後六時キ明撃事滋泉に策〈

ar:に鹿児島高農は先者、我等も直ちに入浴‘夕食ら主る。午後八日寺キιり合同茶話

合ら闘い引校持参の日向夏蜜柑、殺主手羊奨、臨9(，烏の加治木彼頭等食ひながら歓

談、雨i佼校欧交換、雨量第三唱複に附令。昆虫同好者は夜間採集す。 夜雨Lきり。

五月二十九日‘日閥、夜明 i り雨・縦走組は午前大時牛決然韓関へ向け出~。午

前λ時一行霧未t~.晴れざる中込新燃へ向って出資。行 <lfr路傍の植物見!Lt悉〈磁波

ιつい杉林の幽幻為行き、 ~k谷に ζ t~. まする爆布~.仰ぎ、或は谷川の丸木橋1J，.

危〈渡る。正午Z芸品の新燃ら極む。つ tじの紅駄々。午後三時切1草壁に下り L 鹿児烏

一行主別れて 出設。皇子原にて少慾の後、狭野市中枇にて縦走組ら努~-tl・高原~ lJ野

尻、高岡ら経て、午後七時全員無事局者。

命'}1;探集合に際乙‘本合て・はヨたの印刷物ら作製L本校参加者.並に鹿児rb高民参

加者に配布じた.

務ぬ採集案内 日向植物雑記

Cntnlo邑neof InsecもsFrom Miyaznki 1 

Rhopnlocel'a nnc1 Orthoptern 

く30.V. 1938， 足関詑〉



=後記=

久l<号室行が中止されて庶た本令令報が復活された。更生にふさはLぃ内

符為有する主恩ふ。'6'幸説中絶の主な翠11由は投金主ttて・あったが、校1i..合事態

部の厚芯て¥版1Je等噌印刷と共通にιた鐙.別応IJ在，作る位の終易きて¥本

誌が出来た。

民族の~展主共に、芋1.拶の必要が1[11 ばれる。 Z手縫奮起の秋が*たのであ

る。烈骨たる太陽の下‘大陸の戦線に思ら馳する時、我空宇 も亦深( 自~す

る)]Jfがなけれ11.'ならぬ。(編者〉

昭和l十三年八月廿五日印刷

昭和l十三年九月一日夜行

宮崎高等農林事校内

E連行所 宮崎リンネ曾

締 il呼者足田輝

宮崎市本町二七番地

印刷者石紳啓吾

宮崎市本町二七帯地

印刷所 宮崎牒敬育曾印刷部

fE話八一三番
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